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1．はじめに

これまで、「新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価計画書」に

 基づき、原子炉の蒸気発生前に実施する点検・評価（以下、「地震後の点

 検・評価」という）を行い、設備健全性を確認してきた。

上記点検・評価の完了後、「プラント全体の機能試験・評価」を実施した。

 その結果、地震影響による設備への影響は確認されず、今後、安定してプラ

 ントが運転可能であると評価した。

プラント全体の機能試験・評価の全体フロー

地震応答解析

設備健全性の総合評価

プラント確認試験

地震後の点検・評価 プラント全体の機能試験・評価

設備点検

系統機能試験 プラント起動時の系統機能試験

プラント起動時の設備点検
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「プラント起動時の設備点検」

プラント起動時に初めて確認可能となる作動確認、漏えい確認等を実施し、

 機器レベルの健全性を確認する。

「プラント起動時の系統機能試験」

プラント起動時に初めて実施可能となる系統機能試験を実施し、系統レベ

 ルの健全性を確認する。

「プラント確認試験」

プラント運転状態でのパラメータ採取、運転に関連する設備の状態監視等

 を実施し、プラント全体の総合性能を確認する。

2．プラント全体の機能試験・評価の概要（１／２）
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原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環

 

ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

2．プラント全体の機能試験・評価の概要（２／２）

海

低圧タービン

主復水器

主変圧器

海水

蒸気

電気

循環水ポンプ

給水ポンプ

主発電機

排気筒

給水
希ガスホールド

アップ塔

非常用復水貯蔵槽

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

湿分分離器

高圧タービン

入熱による影響を確認する
必要がある支持構造物

【 目視点検 】

原子炉からの蒸気が流れる
配管、弁、熱交換器

【 漏えい確認 】

原子炉からの蒸気
により駆動される

タービンおよび発電機
【 作動試験 ・機能確認】

蒸気タービン
性能試験（その1,2）

格納容器内点検
気体廃棄物処理系

機能試験

パラメータ採取による
総合確認

地震後の点検・評価で
異常が確認された設備

（低圧タービン等）の点検

動的機器の
振動診断

：プラント起動時の設備点検

：プラント起動時の系統機能試験

：プラント確認試験

原子炉隔離時
冷却系機能試験
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①

 

真空上昇時の点検 ②

 

原子炉昇圧時の点検
③

 

タービン、発電機の

 

起動時の点検・試験
④

 

発電機出力20、50％

時の点検・試験
⑤

 

発電機出力75％、定格熱

 

出力時の点検・試験

⑥

 

定格熱出力一定運転

時の試験
⑦

 

最終の健全性評価

主
な
点
検
項
目

プラント起動時

 

の設備点検
－

◆原子炉隔離時冷却系設備点検

◆給水ポンプ等起動時の点検

◆給水系配管点検

◆支持構造物点検

◆タービン点検

◆発電機並列時点検

◆発電機並列時の変圧器類点検

◆蒸気系配管・機器点検

◆支持構造物点検

◆定格熱出力時の発電機点検

◆定格熱出力時の変圧器点検

－ －

プラント起動時

 

の系統機能試験
－ －

◆蒸気タービン性能試験

 

（その２）
－ －

◆気体廃棄物処理系機能試験

◆原子炉隔離時冷却系機能試験

◆蒸気タービン性能試験

（その１）

－

プラント

 

確認試験

◆一定時間毎の主要パラメー

タ採取

◆炉圧約3.5MPa、約7.0MPa時

 

の格納容器内点検

◆一定時間毎の主要パラメータ

 

採取

◆一定時間毎の主要パラメータ

 

採取

◆異常が確認された設備の確認

・タービンの状態監視開始

・発電機の状態監視開始

・変圧器の状態監視開始

◆発電機出力20、50%出力

時の主要パラメータ採取

◆異常が確認された設備の確認

・復水器の状態監視開始

◆発電機出力75%、定格熱出力

時の状態監視

◆発電機出力75、100%、

および定格熱出力時の主要

パラメータ採取

－

◆定格熱出力一定運転時の

状態監視

◆定格熱出力一定運転時に

おける主要パラメータ採取

その他 －
◆配管の熱変位量確認

◆配管振動確認 －
◆配管振動確認 ◆発電機出力75%、定格熱出力

時の配管振動確認

◆配管振動確認
－

：復水器真空度
：原子炉圧力
：タービン回転速度
：発電機出力

：評価会議（各出力段階において試験状

 

況の評価を行い、次工程への移行の妥

 

当性を判断している）

凡例

発電機出力約20%

発電機出力約75%

発電機出力約50%

定格熱出力一定運転

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界

主タービン起動原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力

 

3.5MPa

発電機仮並列

評価
発電機出力

75%時
評価

（最終評価）評価
（定格熱出力時）

評価
発電機出力

50%時

評価
（制御棒引抜前）

評価
（原子炉格納容器内点検）

7.0MPa

評価
（仮並列後）

① ②-1 ③-1
評価

（原子炉格納容器内点検）
3.5MPa

評価
発電機出力

20%時

④-1 ⑤-1 ⑥

評価
（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

評価
発電機出力
100%時

⑦

⑤-3

タービン
回転速度

1500rpm

発電機本並列

復水器
真空度

プラント全体の機能試験の進捗状況※

※

 

プラント起動からの実績工程を参考資料-1に示す

3．プラント全体の機能試験・評価の進捗状況（１／２）
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３．プラント全体の機能試験・評価の進捗状況（２／２）

プラント全体の機能試験として実施する点検・試験が完了した。設備点検、系統機能試験、プラン

 ト確認試験のそれぞれの点検項目において実施した点検、試験結果は以下のとおり。

点検、試験の実施時期
結果

地震影響

の有無
評価

①

 

真空上昇時の

点検

②

 

原子炉昇圧時の

点検
③

 

タービン、発電機の起

 

動時の点検・試験

④

 

発電機出力20、

 

50％時の点検・

試験

⑤

 

発電機出力75％、

 

定格熱出力時の点

 

検・試験

⑥

 

定格熱出力一定運転

 

時の試験
⑦

 

最終の健全性
評価

主
な
点
検
項
目

プラント

起動時の

設備点検

－

◆原子炉隔離時冷却系

設備点検

◆給水ポンプ等起動時

の点検

◆給水系配管点検

◆支持構造物点検

◆タービン点検

◆発電機並列時点検

◆発電機並列時の変圧器

類点検

◆蒸気系配管・機器

点検

◆支持構造物点検

◆定格熱出力時の
発電機点検

◆定格熱出力時の
変圧器点検

－ － 異常なし 無 良

プラント

起動時の

系統機能試験

－ －

◆蒸気タービン性能試験

 

（その２）

－ －

◆気体廃棄物処理系

機能試験

◆原子炉隔離時冷却系

機能試験

◆蒸気タービン性能試験
（その１）

－ 異常なし 無 良

プラント

 

確認試験

◆一定時間毎の主要
パラメータ採取

◆炉圧約3.5MPa、
約7.0MPa時の格納

容器内点検

◆一定時間毎の主要

パラメータ採取

◆一定時間毎の主要パラ
メータ採取

◆異常が確認された設備

の確認

・タービンの状態監視開始

・発電機の状態監視開始

・変圧器の状態監視開始

◆発電機出力20、
50%出力時の主要

パラメータ採取

◆異常が確認された

設備の確認

・復水器の状態監視

開始

◆発電機出力75%、定格

熱出力時の状態監視

◆発電機出力75、

100%、および定格

熱出力時の主要パラ

メータ採取

－

◆定格熱出力一定

運転時の状態監視

◆定格熱出力一定運転

時における主要パラ

メータ採取
異常なし 無 良

その他 －

◆配管の熱変位量確認
◆配管振動確認 －

◆配管振動確認 ◆発電機出力75%、

定格熱出力時の配管

振動確認

◆配管振動確認

－ 異常なし － 良

 これまでに実施したプラント確認試験では、試験結果に影響を及ぼすような重大な不適合はなく、結果に異常
がないと評価しているが、軽微な不適合が確認されている。これらの不適合は、原子炉の安全性に影響を与え
るような重大な不適合ではない、と評価している（添付資料-1参照）。
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４．「プラント起動時の設備点検」の内容（１／２）

動的機器※ 静的機器※

2)横形ポンプ

4)ポンプ駆動用タービン

9)弁

14)主タービン

15)発電機

23)配管

25)熱交換器

26)復水器、給水加熱器、

 
湿分分離器

28)変圧器

31)計器、継電器、調整器、

 
検出器、変換器

36)空気抽出器

点検内容（全90機器）

動的機器（全33機器）

 作動試験を主体として実施

静的機器（全57機器）

 漏えい確認を主体として実施

支持構造物（上記に係わるもの）

 目視点検を主体として実施
※ 片括弧内の符番はプラント全体の機能試験・評価計画書の3.による

①

 

真空上昇時

の点検
②

 

原子炉昇圧時の点検
③

 

タービン、発電機の

起動時の点検・試験

④

 

発電機出力20、50％

出力時の点検・試験

⑤

 

発電機出力７５％、
定格熱出力時の点検・試験

－

◆原子炉隔離時冷却系

・ポンプ

 

：作動試験、漏えい確認

・タービン

 

：作動試験、漏えい確認

・配管

 

：漏えい確認

・支持構造物：目視点検

◆給水系

・タービン駆動原子炉給水ポンプ

：作動試験、漏えい確認

・給水ポンプ駆動用タービン

：作動試験、漏えい確認

・配管

 

：漏えい確認

・支持構造物：目視点検

◆主タービン

：作動試験、漏えい確認

◆発電機：機能確認

◆変圧器：機能確認、変圧器潮流試験

◆蒸気系配管点検：漏えい確認

◆支持構造物点検：目視点検

◆定格出力時の発電機点検
：機能確認、漏えい確認

◆定格出力時の変圧器点検

：機能確認

点検結果の例について参考資料－２に示す。
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原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環

 

ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

海

低圧タービン

主復水器

主変圧器

海水

蒸気

電気

循環水ポンプ
給水ポンプ

主発電機

排気筒

給水
希ガスホールド

アップ塔

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

湿分分離器

高圧タービン

４．「プラント起動時の設備点検」の内容（２／２）

非常用復水貯蔵槽

①：真空上昇時の点検

②：原子炉昇圧時の点検

③：タービン、発電機の起動時の点検・試験

④：発電機出力20,50％時の点検・試験

⑤：発電機出力75％,定格熱出力時の点検・試験

⑥：定格熱出力一定運転時の試験

⑦：最終の健全性評価

④蒸気系配管の漏えい確認
・空気抽出器
・湿分分離器
・グランド蒸気蒸化器
・グランド蒸気復水器

③主タービン
・タービン：作動試験、漏えい確認

④主タービン
・タービン：漏えい確認
・配管：漏えい確認
・支持構造物：目視点検

③発電機：機能確認
⑤発電機：機能確認

漏えい確認

③変圧器：機能確認
⑤変圧器：機能確認

②原子炉隔離時冷却系

・ポンプ：作動試験、漏えい確認

・タービン：作動試験、漏えい確認

・配管：漏えい確認

・支持構造物：目視点検

②給水系

・タービン駆動原子炉給水ポンプ：作動試験、漏えい確認

・給水ポンプ駆動用タービン：作動試験、漏えい確認

・配管：漏えい確認

・支持構造物：目視点検

④給水系

・タービン駆動原子炉給水ポンプ，給水ポンプ駆動

 
用タービン，給水加熱器，配管：漏えい確認

・支持構造物：目視点検

④主復水器

・復水器：漏えい確認
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４．「プラント起動時の設備点検」の結果


 

動的機器の作動試験、蒸気系配管の漏えい確認および支持構造物の目視点検

 を実施し、いずれの点検においても結果が良好であり、地震による設備健全

 性への影響がないことを確認した。
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５．「プラント起動時の系統機能試験」の内容（１／２）

プラント起動時に初めて実施が可能となる下記４試験を実施した。



 
プラント起動時に実施する系統機能試験（４試験）



 
原子炉隔離時冷却系機能試験

 
：



 
気体廃棄物処理系機能試験

 
：



 
蒸気タービン性能試験（その１）

 
：



 
蒸気タービン性能試験（その２）

 
：タービン、発電機の起動時に試験完了

定格熱出力一定運転時に試験完了
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５．「プラント起動時の系統機能試験」の内容（２／２）

海

低圧タービン

主復水器

主変圧器

海水

電気

循環水ポンプ

給水ポンプ

主発電機

排気筒

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧タービン

⑥

 

気体廃棄物処理系
機能試験

⑥

 

原子炉隔離時冷却系機能試験

湿分分離器

希ガスホールド
アップ塔

蒸気

給水

原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環

 

ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

非常用復水貯蔵槽

①：真空上昇時の点検

②：原子炉昇圧時の点検

③：タービン、発電機の起動時の点検・試験

④：発電機出力20,50％時の点検・試験

⑤：発電機出力75％,定格熱出力時の点検・試験

⑥：定格熱出力一定運転時の試験

⑦：最終の健全性評価

③

 

蒸気タービン性能試験（その２）
⑥

 

蒸気タービン性能試験（その１）
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５．「プラント起動時の系統機能試験」の結果

以下の試験を実施し、いずれの試験においても判定基準を満足しており、系

 統機能が正常に発揮され、技術基準に適合しているものと評価した。



 
原子炉隔離時冷却系機能試験



 
気体廃棄物処理系機能試験



 
蒸気タービン性能試験（その１）



 
蒸気タービン性能試験（その２）

また、重点的に確認する項目（地震前の値との比較など）についても、異常

 は確認されなかった。

試験結果の詳細については、参考資料-3に記す。
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６．プラント確認試験の内容（１／２）

各系統機能を総合したプラント全体の総合性能を確認するため、「パラメータ採取によ

 る総合確認」を実施した。

プラント起動に伴い運転するポンプ類に対し、今後、安定して運転が可能であることの

 確認を目的とし、JEAG4221（原子力発電所の設備診断に関する技術指針

 
-回転機械

 振動診断技術）に基づいて「振動診断」を実施した。

昇圧過程における変化をより慎重に確認するため、通常実施している定格圧力近傍（約

 7.0MPa）に加え、定格圧力の約半分（約3.5MPa）において、原子炉格納容器内設備

 に対する目視点検を実施した。

地震の影響を考慮した総合確認として、「地震後の点検・評価で異常が確認された設備

 に対する点検」（低圧タービン等）を実施した。
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原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環

 

ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

６．プラント確認試験の内容（２／２）

①～⑦：地震後の点検・評価で
異常が確認された設備

（低圧タービン等）の点検

海

低圧タービン

主復水器

主変圧器

海水

電気

循環水ポンプ

給水ポンプ

主発電機

排気筒

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

湿分分離器

高圧タービン

②：格納容器内点検
①～⑦ ：パラメータ採取

による総合確認

希ガスホールド
アップ塔

蒸気

給水

非常用復水貯蔵槽

②、④、⑤、⑦：動的機器
の振動診断

①：真空上昇時の点検

②：原子炉昇圧時の点検

③：タービン、発電機の起動時の点検・試験

④：発電機出力20、50％時の点検・試験

⑤：発電機出力75％、定格熱出力時の点検・試験

⑥：定格熱出力一定運転時の点検・試験

⑦：最終の健全性評価



14無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

６．プラント確認試験の結果（１／３）

「パラメータ採取による総合確認」では、各出力段階でパラメータ採取を実施した結

 果（約900項目）、全ての項目で判定基準※を満足していたが、パラメータの推移状

 況を評価した結果、サプレッションプール水位および格納容器内温度（サプレッショ

 ンプール水温度）等に、通常の変動とは異なると考えられる上昇が確認されたため、

 個別に評価を実施した（次頁参照）。
※

 

保安規定に定めている値（運転上の制限）や警報が発報する値

評価の結果、原子炉隔離時冷却系の蒸気止め弁のシートパスによるものであることを

 確認した。原子炉隔離時冷却系は、地震後に起動停止しており、本事象が確認される

 以前にパラメータに異常は確認されていないため、起動停止に伴い当該弁が動作した

 際のゴミかみ等に起因した事象であり、地震の影響によるものではないと評価した

 （添付資料-1参照）。

対策として、当該弁の点検・補修作業を行い、サプレッションプール水位および格納

 容器内温度（サプレッションプール水温度）に問題がないことを確認した。また、そ

 の他のパラメータについては、異常は確認されていないため、プラント運転性能が正

 常に発揮されていると評価した。
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６．プラント確認試験の結果（２／３）
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個別に評価を実施し、
原子炉隔離時冷却系の蒸気

 止め弁のシートパスを確認した。

サプレッションプール水位

点検手入れを実施した後、
パラメータに問題が

ないことを確認した。

判定基準：≧-8cm
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６．プラント確認試験の結果（３／３）

地震前の運転実績値との比較を行った結果、過去の運転実績値の最小値から最大値の範

 囲に含まれないパラメータが確認されたが、定格熱出力時におけるサプレッションプー

 ル水位および格納容器内温度（サプレッションプール水温度）を除き、いずれも過去の

 パラメータ採取時と運転状態が異なる等の理由によるものであり、地震の影響によるも

 のではないと評価した。

採取したパラメータから、プラントの熱平衡（ヒートバランス）、熱効率を算出し、過

 去値との比較を行い、異常のないことを確認した。

また、「振動診断」、「格納容器内点検」、「起動前の点検・評価で異常が確認された

 設備に対する点検」では、加圧、加温、運転状態での状態監視を行った。その結果、地

 震の影響による設備の異常は確認されず、今後の安定運転を阻害するような事象も確認

 されなかった。

試験結果の詳細については、参考資料-4に記す。
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７．その他の確認事項

その他の確認事項の概要

地震の影響確認として実施する点検、試験に加え、プラント起動に併せ、

以下の項目についても確認した（参考資料-5参照）。

プラント起動前確認事項

プラント起動にあたり、以下に示す要件が満たされていることを確認した。



 
地震後の点検・評価が終了し、異常のないこと



 
1号機および共用設備で確認された不適合に対し、プラントの起動および定格運

 転に影響を与えるものは、すべて処置が完了していること

 
等

プラント長期停止の影響確認

プラントが長期間停止していたことに鑑み、「プラント長期停止時対応マニュア

 ル」に基づく、発錆防止、固着防止等を考慮した適切な保管管理が機器の特性に応じ

 て実施されていることを確認した。

耐震強化工事を実施した設備（４．にて前述）

耐震強化工事を実施した設備について、以下を確認した。



 
配管および支持構造物に熱移動の影響による異常がないこと



 
振動測定により、異常な振動がないこと
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８．評価のまとめ


 

プラント起動時の設備点検の評価結果

プラント起動時の設備点検の結果、いずれの設備にも地震の影響と考えられる異常は確

 認されず、地震による設備健全性への影響がないと評価した。


 

プラント起動時の系統機能試験の評価結果

プラント起動時の系統機能試験の結果、いずれの試験においても判定基準を満足してお

 り、また、重点的に確認する項目についても異常は確認されず、系統機能が正常に発揮さ

 れ、技術基準に適合しているものと評価した。


 

プラント確認試験の評価結果

プラント確認試験の結果、地震の影響を示す兆候は確認されず、地震によるプラント全

 体の運転状態への影響はないものと評価した。また、プラントパラメータが安定している

 ことを確認し、今後の継続運転の観点からも問題のないものと評価した。


 

その他の確認項目の結果

プラント起動前の確認、プラント長期停止の影響の確認および、耐震強化工事を実施し

 た設備の確認を行った結果、いずれにおいても異常は確認されなかった。

プラント全体の機能試験において確認された不適合事象は、いずれも地震の影響に

 よるものではなく、起動前に実施した点検・評価の結果も踏まえ、プラント全体の

 健全性評価を行った結果、今後継続的にプラントが運転可能であると評価した。
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９．今後の保全計画

経時変化

中・長期的に現れる異常
総合負荷後のプラント
運転中に現れる異常

プラント運転中に
現れる異常

（プラント全体の機能試験期間）

起動前の
点検評価計画

プラント全体の
機能試験計画

通常の保全計画

変形・接触などの
地震時における
短期的な異常

＋

確認済 確認済

これまでに健全性が
確認された範囲

通常の保全計画

＋（必要に応じ設定）

運転開始後の特別な保全計画の考え方
プラント全体の機能試験の完了後、地震を受けた影響を継続的に監視する観点から、通常時の

 保全活動に加えて実施する項目を「特別な保全計画」として計画する。

これまでの点検で、地震影響による短期的異常は確認されているため、地震影響にその後の経

 時的変化が加わることによる設備への影響を監視するよう保全計画を立案する。

これら策定にあたっては、地震前と状態が異なる設備に特に注意するよう考慮し、保全方式等

 を検討する。

また、策定された保全計画で今後ルーチン化されるものは通常の保全計画の反映も検討してい

 くが、地震の影響を継続監視する観点から、中・長期的な評価も検討する。

地震の影響を継続して監視するよう
特別な保全計画を策定

地震による
外力の付与
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９．保全プログラムへの反映（１／３）

プラント全体の
機能試験

調整運転中 運転期間中 定期検査 運転期間中

① ② ③

次回定期検査までの流れと特別な保全計画の提出時期

提出

プラント全体の
機能試験報告書

①の期間で
実施する

特別な保全計画

②の期間で
実施する

特別な保全計画

③の期間で
実施する

特別な保全計画

地震の影響の有無に関わらず、状態監視、時間基準保全などの現状の保全活動で、設備の状態に

 ついての確認がなされているが、地震の影響を特に注意する観点から、特別な保全計画として実

 施する項目を以下の期間毎に策定する。

①プラント全体の機能試験終了後の運転期間中
②次回定期検査期間中
③それ以降（必要に応じて設定）

（必要に応じ設定）

提出 提出

総合負荷性能検査
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９．保全プログラムへの反映（２／３）

①プラント全体の機能試験終了後の運転期間中

②次回定期検査期間中

プラントの主要パラメータ※１については、プラント全体の機能試験終了後も継続して監視を

 行う観点から、通常の状態監視※２に加え、一定期間ごとのデータ採取および傾向の確認を行

 い、運転後の影響について評価を行う。

また、今回のプラント確認試験では、全てのパラメータで異常がないと評価されているが、

 過去の最大、最小値の範囲に含まれないパラメータ（最終評価時）のうち、振動など、地震

 を起因とした影響が及ぶと想定されるものは、一定期間ごとのデータ採取および傾向の確認

 を行い、運転後の影響について評価を行う。

設備点検の結果、地震による軽微な影響が確認されたものの、機能に影響を及ぼさないとの

 理由により、補修等※３を行わず復旧した設備の点検を計画し、運転後の影響について評価を

 行う。

起動前の点検・評価において地震による劣化事象の助長が考えられる事象として「疲労」を

 抽出して解析評価を実施した。評価を実施した設備（主蒸気系配管

 

等）は、疲労による健

 全性への影響はないものと判断されているが、念のため、非破壊試験を計画し、運転後の影

 響について評価を行う。

上記の他に運転期間中の特別な保全計画（上記①）の有効性評価の結果に応じて設定する。

※３：補修等とは、補修、交換、補強を示す。

※１：総合負荷性能検査および蒸気タービン性能検査（その１）の確認項目
※２：回転機器における振動診断

巡視点検

 

など
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９．保全プログラムへの反映（３／３）

③その後（次回定期検査終了後）

①および②によって保全を実施した設備について点検、状態監視の結果から、継続監視の必

 要性の有無を評価するとともに、保全周期、保全方式を策定する。なお、これらを策定した

 後は、通常の保全計画として取り扱うことも検討する。

また、通常の保全計画も含め、今後の保全活動において異常が確認された設備については、

 その異常の原因が、地震の影響によるものかについて評価を行う。

その後においても、地震の影響を継続的に監視する観点から、定期安全レビューや高経年技

 術評価においても、評価を実施することを検討する。
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添付資料

添付資料-1：柏崎刈羽原子力発電所１号機プラント全体の
 機能試験・評価における不適合の発生状況について
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参考資料

参考資料-1：プラント起動からの実績工程
 

参考資料-2：「プラント起動時の設備点検」結果の具体例
 

参考資料-3：「プラント起動時の系統機能試験」の結果
 

参考資料-4：「プラント確認試験」の結果
 

参考資料-5：その他の確認事項
 

参考資料-6：主要プラントパラメータ
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参考資料-1．プラント起動からの実績工程
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ａ
後

評価

真
空
上
昇
後

復水器
真空度

評価

真
空
上
昇
後

復
水
器
真
空
度
上
昇
開
始

10 11

評価

発
電
機
出
力
５
０
％
時
（
２
回
目
）

評価

発
電
機
出
力
５
０
％
時
（
１
回
目
）

評価

発
電
機
出
力
７
５
％
時
（
１
回
目
）

評価

発
電
機
出
力
７
５
％
時
（
２
回
目
）

主な不適合事象 主な不適合事象

主な不適合事象

原子炉冷却材再循環系ＭＧセット

 
（Ｂ）油フィルタからの油漏れ

原子炉給水ポンプ

 
バイパス弁等の不具合

気体廃棄物処理系除湿

 
冷却器の温度制御不良

12 13 14 15 16 17 18

発電機出力

 

100%

評価

発
電
機
出
力
１
０
０
％
時

定格熱出力一定

評価

定
格
熱
出
力
時
（
１
回
目
）

評価

定
格
熱
出
力
時
（
２
回
目
）

事象確認日

 

Ｈ２２／５／２８

対策完了日

 

Ｈ２２／５／２９

事象確認日

 

Ｈ２２／５／２２

対策完了日

 

Ｈ２２／５／２９

対策完了日

 

Ｈ２２／５／３０

事象確認日

 

Ｈ２２／５／２２

28 3029

評価

最
終
評
価

28 6

評価

定
格
熱
出
力
時
（
３
回
目
）

7/5

主な不適合事象

原子炉隔離時冷却系蒸気止め弁等

 
の不具合について
事象確認日

 

Ｈ２２／６／２８

対策完了日

 

Ｈ２２／７／４

残留熱除去系（Ａ）系の吐出圧

 
力の上昇について

事象確認日

 

Ｈ２２／７／２

対策完了日

 

Ｈ２２／７／５

主な不適合事象
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原子炉隔離時冷却系設備点検



 
点検対象設備

・原子炉隔離時冷却系ポンプ

 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン

・原子炉隔離時冷却系配管

 

・支持構造物

 

・弁



 
点検内容

原子炉定格圧力状態において、原子炉の蒸気により原子炉隔離時冷却系を作動させ、

作動状態、漏えいの有無、入熱による干渉の有無を確認した。

参考資料-2．「プラント起動時の設備点検」結果の具体例（１／２）

原子炉隔離時冷却系系統図（試運転時）

：目視点検、漏えい確認対象
（蒸気通気範囲）

：作動試験対象

非常用復水貯蔵槽

ポンプ駆動用タービン

ポンプ

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

圧力抑制室

蒸気タービンへ

復水器へ

真空タンクへ
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参考資料-2．「プラント起動時の設備点検」結果の具体例（２／２）

点検結果



 
原子炉隔離時冷却系ポンプ



 
原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン



 
原子炉隔離時冷却系配管、支持構造物、弁

配管、弁からの漏えいがないこと、入熱による干渉がないことを確認した。

全揚程 [m] 流量 [m3/h] 振動 [μm(P-P)] 軸受温度 [℃] 異音 異臭 漏えい

判定基準
原子炉圧力に加えて

80m以上であること※1
≧ 137 ※3 ≦ 30※2

「軸受給油温度

 
＋35℃以下」

または

「80℃以下」※2

異音が
ないこと

異臭が
ないこと

漏えいが
ないこと

今回結果

原子炉圧力：6.85MPa
（揚程換算：779以上で

あること）

全揚程：787

137 9.0 44.3
（軸受給油温度 33.4）

異常なし 異常なし 異常なし

振動 [μm(P-P)] 軸受温度 [℃] 異音 異臭 漏えい

判定基準 ≦ 30 ※2 軸受排油温度≦ 82 ※2 異音が
ないこと

異臭が
ないこと

漏えいが
ないこと

今回結果 2.2 軸受排油温度

 

42.0 異常なし 異常なし 異常なし

※1 保安規定

 

第41条
※2 設計値
※3 保安規定の値に、測定系による流体密度補正分を加味した流量
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（１／１４）

原子炉隔離時冷却系機能試験の試験概要

＜本系統の役割【冷やす】＞

 給水系からの冷却水の喪失による原子炉隔離時、原子炉に

 冷却水を送り炉心の冷却ならびに炉水位の維持をおこなう。

＜試験の目的＞

 冷却材喪失事故信号を模擬することで、原子炉隔離時冷却

 系が自動起動し、所定時間内に機能に必要な流量に達する

 ことを確認する。また、運転状態においてポンプが所定の

 性能を満足し、異常（異音・異臭・振動・漏えいなど）が

 無いことの確認を行う。

原子炉隔離時冷却系

 
ポンプ駆動用タービン

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

注入弁

タービンへ

非常用復水

 

貯蔵槽
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（２／１４）

原子炉隔離時冷却系機能試験の試験結果
定期事業者検査における確認項目 （注）【】内の数値は地震前（

 

H18.5.16

 

）の試験結果

判定基準 結果

模擬信号により原子炉隔離時冷却系が自動起動し、30

 
（ｓ）以内※１に系の機能に必要な流量に到達すること。

・原子炉隔離時冷却系が自動起動することを確認した。
・定格流量到達時間（s）：19.8【19.3】

流量特性が、テストループに基づくデータを用いたシ

 
ミュレーション解析により予め確認されている流量特性

 
と比較して、著しい差異のないこと。

テストループに基づくデータを用いたシミュレーション解析

 
結果と比較して、今回のテストループ時の流量特性に著しい

 
差異がないことを確認した。

原子炉隔離時冷却系の運転状態が下記を満足する
こと。
流量（m3/h）：137を下回らないこと ※３

全揚程（m）

 

：783 （原子炉圧力＋80）以上※２

ポンプに異常な振動、異音、異臭がないこと。 ポンプに異常な振動、異音、異臭がないことを確認した。

系統・機能に影響を及ぼす漏えいがないこと。 系統・機能に影響を及ぼす漏えいがないことを確認した。

注入弁が全開・全閉すること。
また、注入弁が15（s）※１以内に全開すること。

・注入弁が全開および全閉することを確認した。
・注入弁全開時間（s）：

 

7.71【7.70】

※１

 

設計値

 

※３

 

保安規定の値に、測定系による流体密度補正分を加味した流量
※２

 

保安規定

 

第41条

 

※４

 

記載値はＳＩ単位に換算した値

 

実測定値は70.3kg/cm2

流量（m3/h） 137.3【136.0】

全揚程（m）
818（原子炉圧力

 

6.89 MPa）

【818（原子炉圧力

 

6.89 MPa

 

※4）】
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原子炉隔離時冷却系機能試験の試験結果

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（３／１４）

重点的に確認する項目

確認項目 結果

a.

 

試験実施前の前提条件の確認
前提条件となる点検、定期事業者検査が完了していることを確認し

 
た。

b.

 

インターロックから実作動までの一連の

 
作動状態の確認

・一連の作動状態に異常がないことを確認した。
・原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービンおよび

原子炉隔離時冷却系ポンプについて、運転状態確認
および振動診断を実施し、異常兆候がないことを確認した。

c.

 

設備点検で異常が確認された設備に対す

 
る作動状態等の確認

本試験にて作動する設備で、異常が確認された設備はない。

d.

 

地震前の試験結果との比較 地震前の試験結果と比較し、問題ないと評価した。
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気体廃棄物処理系機能試験の試験概要

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（４／１４）

＜本系統の役割＞

 原子炉で発生した蒸気に含まれている排ガス（水素、酸素、希ガス）を適切に処理※する。
※

 

水素と酸素については、再結合させて水に戻す。また、希ガスについては、時間減衰させて放射能を十分低い状態にする。

＜試験の目的＞

 プラントの運転状態が定格熱出力一定状態において、気体廃棄物処理系の運転状態
に関するパラメータ採取（温度・水素濃度・流量・差圧等）を行い、
運転状態に異常が無いこと、および所定の性能が発揮出来ることを確認する。

主
排
気
筒

主復水器

蒸気式空気
抽出器

排ガス予熱器

排ガス
再結合器

排ガス
復水器

除湿冷却器

主タービン

タービン建屋

原子炉で
発生した蒸気

温度（℃）

水素濃度
（％）

温度

 

（℃）

流量

 

（m3
N

 

/h）

前置フィルタ脱湿塔

排ガス
フィルタ

真空ポンプ

循環水タンク

活性炭式希ガス
ホールドアップ塔

差圧（kPa）

放射線モニタ
（s-1）
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（５／１４）

定期事業者検査における確認項目

判定基準 結果

プラント運転状態

 
において、各項目

 
のパラメータを

 
30分毎に連続4時

 
間以上採取し、測

 
定値が以下を満足

 
すること。

・判定基準を満足

 
していること

・試験中を通じて

 
安定していること

・判定基準を満足していることを確認した。
・試験中を通じて安定していることを確認した。

＜Ａ系＞

※1

 

警報値
※2

 

パラメータ採取項目の見直しにより追加された項目であり、地震前の試験結果はない。

（注）【】内の数値は地震前（

 

H18.5.15

 

）の試験結果
気体廃棄物処理系機能試験の試験結果

項目

排ガス予熱器
出口温度（℃）

排ガス再結合器温度（℃）
排ガス除湿冷却

 

器出口水素濃度
［0～5％］（％）

排ガスフィルタ

 

出口流量
［通常流量］

 

（m3
N /h）

活性炭式希ガ

 

ス・ホールド

 

アップ塔入口/

 

出口差圧

 

（kPa）

排ガス活性炭ホールドアッ

 

プ塔出口放射線モニタ
（s-1）※2

A

A 上部 下部 A B

判定基準 ＞155※１ ＞151※１ ＜

 

440※１ ＜2 ※１ ＜40※１ ＜6.86 ※１ ＜1.8×101 ※１

経
過
時
間
（
分
）

0
158.6 

【160.0】
304

【306】
304

【308】
0.10

【0.45】
11.7

【10.9】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

30
159.2

【159.9】
304

【306】
306

【308】
0.10

【0.45】
11.3

【11.0】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

60
159.0

【159.9】
304

【306】
306

【309】
0.10

【0.45】
11.9

【10.4】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

90
158.5

【159.9】
304

【305】
306

【309】
0.10

【0.45】
11.5

【11.2】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

120
159.1

【160.0】
304

【305】
306

【309】
0.10

【0.45】
11.2

【11.0】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

150
158.8

【160.0】
304

【305】
304

【309】
0.10

【0.45】
11.0

【10.8】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

180
159.2

【160.1】
304

【305】
304

【309】
0.10

【0.45】
11.0

【11.1】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

210
158.5

【160.0】
304

【305】
304

【309】
0.10

【0.45】
11.0

【10.8】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

240
158.8

【160.0】
304

【305】
304

【309】
0.10

【0.45】
11.0

【10.3】
0.40

【0.39】 3.0 3.0
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（６／１４）

定期事業者検査における確認項目

判定基準 結果

プラント運転状態

 
において、各項目

 
のパラメータを

 
30分毎に連続4時

 
間以上採取し、測

 
定値が以下を満足

 
すること。

・判定基準を満足

 
していること

・試験中を通じて

 
安定していること

・判定基準を満足していることを確認した。
・試験中を通じて安定していることを確認した。

＜Ｂ系＞

※1

 

警報値
※2

 

パラメータ採取項目の見直しにより追加された項目であり、地震前の試験結果はない。

（注）【】内の数値は地震前（

 

H18.5.1７

 

）の試験結果
気体廃棄物処理系機能試験の試験結果

項目

排ガス予熱器
出口温度（℃）

排ガス再結合器温度（℃）
排ガス除湿冷却

 

器出口水素濃度
［0～5％］（％）

排ガスフィルタ

 

出口流量
｛通常流量］

 

（m3
N /h）

活性炭式希ガ

 

ス・ホールド

 

アップ塔入口/

 

出口差圧

 

（kPa）

排ガス活性炭ホールドアッ

 

プ塔出口放射線モニタ
（s-1）※2

B

B 上部 下部 A B

判定基準 ＞155※１ ＞151※１ ＜

 

440※１ ＜2 ※１ ＜40※１ ＜6.86 ※１ ＜1.8×101 ※１

経
過
時
間
（
分
）

0
160.0

【160.3】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.3

【10.2】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

30
160.0

【160.2】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
10.8

【11.5】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

60
160.0

【159.8】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
12.0

【10.9】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

90
160.2

【160.1】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.3

【11.1】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

120
160.1

【160.0】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.9

【10.1】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

150
160.1

【160.1】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.4

【11.0】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

180
160.0

【160.2】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.3

【10.1】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

210
160.1

【160.1】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
12.0

【11.3】
0.40

【0.39】 3.0 3.0

240
160.0

【160.0】
304

【304】
306

【308】
0.09

【0.45】
11.0

【10.5】
0.40

【0.39】 3.0 3.0
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（７／１４）

気体廃棄物処理系機能試験の試験結果

確認項目 結果

a.

 

試験実施前の前提条件の確認
前提条件となる点検、定期事業者検査が完了している

 
ことを確認した。

b.

 

インターロックから実作動までの一連の作動状態の

 
確認

・一連の作動状態に異常がないことを確認した。
・排ガス真空ポンプの運転状態確認および振動診断

を実施し、異常兆候がないことを確認した。

c.

 

設備点検で異常が確認された設備に対する作動状態

 
等の確認

対象設備：気体廃棄物処理系主配管（支持構造物）
異常内容：Ｕ字プレートの変形

Ｕ字プレートに異常がないことを確認した。

d.

 

地震前の試験結果との比較 地震前の試験結果と比較し、問題ないと評価した。

重点的に確認する項目
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＜本系統の役割＞

 原子炉で発生した蒸気にて蒸気タービンを回転させ、その回転エネルギーを同軸に
直結された主発電機に伝達する。

＜試験の目的＞

 プラントの運転状態が定格熱出力一定状態において、蒸気タービン関連設備に
関するパラメータ採取（回転速度・軸振動・温度・圧力等）を行い、
安全かつ安定した運転状態であることを確認する。

高圧タービン

主発電機低圧タービン 低圧タービン 低圧タービン

湿分分離過熱器

↑↑↑

冷却水（海水）冷却水（海水）冷却水（海水）

原子炉へ

軸受

原子炉で

 
発生した蒸気

主蒸気止め弁

主復水器 主復水器 主復水器

湿分分離器

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（８／１４）

蒸気タービン性能試験（その１）の試験概要
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（９／１４）

蒸気タービン性能試験（その１）の試験結果
社内検査における確認項目 （注）【】内の数値は地震前（H18.5.30）の試験結果

判定基準 結果（一部抜粋）

各項目のパラ

 
メータを30分

 
毎に連続4時

 
間以上採取し、

 
測定値が以下

 
を満足するこ

 
と。

・判定基準が

 
ある項目につ

 
いては、判定

 
基準を満足し

 
ていること

・試験中を通

 
じて安定して

 
いること

・判定基準を満足していることを確認した。

 

・試験中を通じて安定していることを確認した。

※１

 

警報値
※２

 

記載値はｋＰａ→ＭＰａに換算した値

 

実測値は４０２ｋＰａ

項目

発
電
機
電
力

主
タ
ー
ビ
ン

回
転
速
度

主
蒸
気
流
量

主
蒸
気
圧
力

高
圧
タ
ー
ビ
ン

排
気
圧
力

湿
分
分
離
器

出
口
蒸
気

圧
力
Ａ

主
タ
ー
ビ
ン

低
圧
伸
び
差

主
タ
ー
ビ
ン

軸
受
給
油
圧
力

主
タ
ー
ビ
ン

高
圧
制
御
油
圧
力

主
タ
ー
ビ
ン

軸
受
油
冷
却

器
油
温
度

復水器

復
水
器
Ｂ

器
内
圧
力

（
狭
帯
域
）

復
水
器
循
環
水

 

入
口
温
度

（
平
均
値
）

復
水
器
循
環
水

 

出
口
温
度

（
平
均
値
）

A Ａ 出口

単位 MW rpm ×103t/h MPa MPa MPa mm ＭPa MPa ℃ kPa

 

abs ℃ ℃

判定基準 － － － － － －
3.7＜

＜43.3 ※1
＞ 0.11※1

＞ 8.9
※1

＜ 49
※1

＜ 13.3
※1

－ －

経
過
時
間
（
分
）

0 1130
【1130】

1500
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.30】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

30
【24】

30 1130
【1130】

1501
【1502】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.31】

1.30
【1.29】

24.5

 

【24.5】
0.39

【0.402※2】
11.2

【10.8】
45

【45】
7.0

【5.5】
24

【18】
31

【25】

60 1130
【1130】

1499
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

90 1130
【1130】

1499
【1499】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

120 1130
【1130】

1500
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

150 1130
【1130】

1500
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

180 1130
【1130】

1499
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

210 1130
【1130】

1498
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】

240 1130
【1130】

1499
【1500】

6.41
【6.40】

6.55
【6.49】

1.32
【1.32】

1.30
【1.29】

24.5
【24.5】

0.39
【0.402※2】

11.2
【10.8】

45
【45】

7.0
【5.5】

24
【18】

31
【25】



37無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（１０／１４）

蒸気タービン性能試験（その１）の試験結果
社内検査における確認項目

判定基準 結果（一部抜粋）

各項目のパラ

 
メータを30分

 
毎に連続4時間

 
以上採取し、測

 
定値が以下を満

 
足すること。

・判定基準があ

 
る項目について

 
は、判定基準を

 
満足しているこ

 
と

・試験中を通じ

 
て安定している

 
こと

・判定基準を満足していることを確認した。

 

・試験中を通じて安定していることを確認した。

（注）【】内の数値は地震前（H18.5.30）の試験結果

※ 警報値

項目

主タービン軸振動
発電機
軸振動

主タービン・
発電機軸受メタル温度

第1軸受 第3軸受 第5軸受 第7軸受 第9軸受
第1
軸受

第3
軸受

第5
軸受

第7
軸受

第9
軸受

単位 ×1/100mmP-P ℃

判定基準 ＜17.5 ※ ＜107 ※

経
過
時
間
（
分
）

0 1.7

【1.1】

6.1

【5.7】

2.1

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

30 1.7

【1.1】

6.1

【5.8】

2.0

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

60 1.8

【1.1】

6.1

【5.7】

2.0

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

90 1.8

【1.1】

6.0

【5.7】

2.1

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

120 1.8

【1.1】

6.1

【5.7】

2.1

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

150 1.8

【1.1】

6.1

【5.7】

2.1

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

180 1.9

【1.1】

6.1

【5.7】

2.1

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

210 1.9

【1.1】

6.1

【5.7】

2.0

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】

240 1.9

【1.1】

6.1

【5.7】

2.0

【1.4】

1.9

【1.7】

2.0

【4.7】

66

【67】

76

【74】

78

【76】

77

【75】

72

【71】
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参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」結果（１１／１４）

蒸気タービン性能試験（その１）の試験結果
重点的に確認する項目

確認項目 結果

a.

 

試験実施前の前提条件の確認
前提条件となる点検、定期事業者検査が完了していることを
確認した。

b.

 

インターロックから実作動までの一連の作動状態の確認

・主タービンの運転状態を現場にて確認し、異常のないことを
確認した。

・主タービンについて振動値を採取し、異常がないことを確認
した。

c.

 

設備点検で異常が確認された設備に対する作動状態等の確認

主タービン軸振動および主タービン軸受温度に異常がないことを

 
確認した。

対象設備：高圧タービン
異常内容：・軸受メタル、軸受球面に当たり不良

・ノズルに指示模様
対象設備：低圧タービン（A）（Ｂ）（Ｃ）
異常内容：・車室キーの隙間、割れ、変形

・ノズル、車室溶接部に指示模様
・軸受メタル、軸受球面に当たり不良
・油切りの変形
・軸受メタルに接触、変形
・車室の移動
・内部車室に接触跡
・翼に接触痕
・ノズルパッキンに損傷
・内部車室ボルト・ヒートバッフル止金具・パッキン

ケーシングに浸食
・動翼にへこみ

d.

 

地震前の試験結果との比較 地震前の試験結果と比較し、問題ないと評価した。
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＜本系統の役割＞

 蒸気タービンの過回転、軸受油圧等の異常などによるタービン設備の損傷を防止する。

＜試験の目的＞

 タービン過速度トリップの作動確認（タービン速度1,665rpm以下でトリップすること）お

 よびその他タービン保安装置の作動状態（設定範囲内でトリップ装置が作動すること）を確

 認する。

高圧タービン

主発電機低圧タービン 低圧タービン 低圧タービン

湿分分離器
原子炉で

 
発生した蒸気

↑↑↑

冷却水（海水）冷却水（海水）冷却水（海水）

原子炉へ

軸受

復水器 復水器 復水器

蒸気止め弁

＜非常調速装置＞

 

タービンの速度が過速度（オーバース

 

ピード）となった場合に蒸気タービンを

 

自動停止（蒸気を遮断）させる装置

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」の結果（１２／１４）

蒸気タービン性能試験（その２）

 
の試験概要
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定期事業者検査における確認項目

蒸気タービン性能試験（その２）

 
の試験結果

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」の結果（１３／１４）

判定基準 結果

［非常調速機油圧トリップ検査］

・非常調速機が作動すること。

・そのときに表示灯が点灯すること。

・非常調速機が作動することを確認した。

・そのときに表示灯が点灯することを確認した。

［タービン過速度トリップ検査および主要弁作動検査］

・タービン回転速度を徐々に上昇させることにより

以下の設定範囲内でタービンがトリップすること。

・そのときに警報が発生し、表示灯が点灯すること。

・主要弁が所定の動作をすること。

・そのときに弁開閉表示灯が所定の点灯をすること。

設定範囲：１６６５rpm以下※

・タービンが設定範囲内でトリップすることを確認した。

・そのときに警報が発生し、表示灯が点灯することを

確認した。

・主要弁が所定の動作をすることを確認した。

・そのときに弁開閉表示灯が所定の点灯をすることを

確認した。

動作値：

 

１６６１rpm

【１６６０rpm】

※ 発電用火力設備に関する技術基準

（注）【】内の数値は地震前（H18.4.30）の試験結果
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重点的に確認する項目

確認項目 結果

a.

 

試験実施前の前提条件の確認 前提条件となる点検、定期事業者検査が完了

 
していることを確認した。

b.

 

インターロックから実作動までの一連の作動状態の確認 一連の作動状態に異常がないことを確認した。

c.

 

設備点検で異常が確認された設備に対する作動状態等の確認 本試験にて作動する設備で、異常が確認され

 
た設備はない。

d.

 

地震前の試験結果との比較 地震前の試験結果と比較し、問題ないと評価

 
した。

蒸気タービン性能試験（その２）

 
の試験結果

参考資料-3．「プラント起動時の系統機能試験」の結果（１４／１４）
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（１／９）

 「プラント運転パラメータ採取」結果（１／４）

採取するパラメータ（約900項目）

主要パラメータ

 総合負荷性能検査、蒸気タービン性能検査（その１）において採取しているパラメー

 タ、発電機に関連するパラメータ

プラント起動時に動作する主要ポンプ、発電機、変圧器、熱交換器に関連するパラ

 メータ

漏えい検知に関するパラメータ

 各系統の圧力、流量および放射線モニタ

 
等

地震後の点検・評価で異常が確認された設備に関連するパラメータ

確認方法

運転パラメータについては、以下のような判定基準を設け、確認を行った。



 
保安規定に定めている値（運転上の制限）を満たしていること



 
警報が発報する値になっていないこと

また、地震前の運転パラメータとの比較を行い、過去の運転パラメータの最大値～最

 小値の範囲にあることについても確認を行った。
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（２／９）

 「プラント運転パラメータ採取」結果（２／４）

判定基準の設定（ＪＥＡＣ４２０９）の考え方

数値

目標基準（目標値、管理値、または、目安値）
（設備の状態を確認するために定めるもので、監視強化や

個別評価を行うレベル）

警報値（軽故障、早期診断）

運転上の制限
（通常の原子炉運転状態からの逸脱を示すレベル）

通
常
の
範
囲

一
定
期
間
内
に
対
応
処
置
が

 

必
要
と
な
る
範
囲

運転上の制限、もしくは、警報値のいずれかの数値のうち、より厳し

 
い値を「判定基準」に採用している

運転上の制限や警報値を持たない運転パラメータについては、地震前の運転パラ

メータや、他の同種のパラメータとの比較を行い、異常のないことを確認する。
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（３／９）

 「プラント運転パラメータ採取」結果（３／４）


 

確認結果



 
判定基準を逸脱したパラメータはなかった。



 
また、地震前の値との比較を行った結果、過去のパラメータ採取時と運転状態が

 異なる等の理由により、過去の運転パラメータの最大値～最小値の範囲を超える

 運転パラメータがあったが、これらのパラメータについては

①

 

地震前の運転実績値の採取時と、予備機のあるポンプの運転号機の違い等、設備の

 運転、運用状態が異なることに起因するもの（原子炉水（よう素１３１）等）

②

 

地震前の運転実績値の採取時と、気温・海水温・海面水位等、外部の環境条件が異

 なることに起因するもの（主復水器水室入口圧力

 

等）

③

 

過去との相違が極めて微少であり、他の計器による同一パラメータの指示値等、関

 連パラメータの確認により、通常時に見られる相違の範囲内と判断できるもの（原

 子炉水位

 

等）

④

 

中間出力段階で抽気蒸気がない等の理由により、安定しないパラメータであり、定

 格熱出力時等の安定した状態で最終評価を行うもの（給水加熱器ドレン水位

 

等）

⑤

 

その他の要因であり、個別に評価が必要なもの（サプレッションプール水位

 

等）

であり、地震による影響で範囲を超えているものは、確認されていない。



 
パラメータ採取結果の具体例を次頁に示す。
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（４／９）

 「プラント運転パラメータ採取」結果（４／４）

確認結果の例（原子炉圧力）

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 

の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa

 

保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

 

20％時
発電機出力

 

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時
（定格熱出力時）

判定基準 [MPa] ≦ 7.03 （保安規定）

測定値 [MPa] 3.50 6.80 6.40 6.40 6.40 6.55 6.65 6.85 6.90 6.90

過去値

[MPa]

最大値 － 6.86 6.37 6.46 6.46 6.55 6.67 6.86※2 6.86※2 6.86※2

最小値 － 6.77 6.37 6.38 6.38 6.51※1 6.67 6.82※2 6.86※2 6.86※2

相違理由※3 － － ③※4 － － － ③※4 － ③※4 ③※4

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値
※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応

※４

 

原子炉圧力は、当該の監視用の計器以外に狭帯域の圧力計、広帯域の圧力計の計３つの計測器があるためそれらの計測器に
ついても確認を行った。その結果、いずれも同等の値を示しており過去値との相違も極めて小さいこと、また、精度の良い
狭帯域の圧力計では問題のないことが確認されていることから、通常時に見られる変動と評価した。

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

パラメータ採取時期

原
子

炉
圧

力
 [

M
Ｐ

ａ
]

測定値 最大値 最小値

3.5MPa

保持時

7.0MPa

保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：≦7.03ＭＰａ
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（５／９）

 「振動診断」結果（１／2）

対象設備

プラント起動に影響を与える回転体（全２４機器）



 

低圧復水ポンプ(A)(B)および電動機(A)(B)



 

高圧復水ポンプ(A)(B)および電動機(A)(B)



 

電動機駆動原子炉給水ポンプ(A)および電動機(A)



 

原子炉隔離時冷却系ポンプ



 

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン



 

タービン駆動原子炉給水ポンプ(A)(B)



 

原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン(A)(B)



 

原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット(A)(B)



 

給水加熱器ドレンポンプ(A)(B)(C)および電動機(A)(B)(C)

振動診断結果



 
振動速度値、振動周波数に、地震の影響と考えられる異常兆候がないことを

確認した。



 
結果の具体例を次頁に示す。

タービン駆動原子炉給水ポンプの振動診断
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（６／９）

 「振動診断」結果（２／2）

振動診断結果の例（高圧復水ポンプ）

高圧復水ポンプ（Ｂ）運転時のカップリング側の振動傾向（水平方向）
振動診断は３方向（軸方向、水平方向、垂直方向）で実施しているが、代表として水平方向の結果を記載。

管理値とは設備の状態を確認するために定めた値を表す。

①

 

2007年4月13日
（プラント定格運転時）

②

 

2010年1月14日
（プラント停止状態ポンプ運転時）

（管理値）7.1 mm/s
（mm/s）

①

 

2007年4月11日
（プラント定格運転時）

②

 

2010年1月14日
（プラント停止状態ポンプ運転時）

新潟県中越沖地震
2007年７月１６日

周波数成分の比較

測定年月

動的機器の振動診断の結果、異常な周波数および振動がないことを確認した。

③

 

2010年６月３

 

日
（原子炉圧力7.0MPa時）

④

 

2010年６月１６

 

日
（定格熱出力時）

③

 

2010年６月３

 

日
（原子炉圧力7.0MPa時）

④

 

2010年６月１６

 

日
（定格熱出力時）

⑤

 

2010年7月2 日
（最終の健全性評価（定格熱出力）時）

⑤

 

2010年7月2 日
（最終の健全性評価（定格熱出力）時）
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（７／９）

 「格納容器内点検」結果

点検結果

 原子炉定格圧力の約半分（約3.5MPa）の圧力および

 原子炉定格圧力近傍（約7.0MPa）にて、格納容器内設

 備に対し目視点検を実施し、加圧、加温状態において、

 配管や弁グランド部からの漏えいがないことを確認した。

また、熱移動による配管や支持構造物の干渉等の確認

 を実施した結果、既設の残留熱除去系配管支持構造物の

 保温材に、熱移動に起因する架構との接触が確認された

 が、処置を実施し問題がないと評価した。

格納容器内点検の状況

配管支持構造物原子炉圧力容器基礎ボルト

保温材の接触状況

処置後の状況

接触を確認

修正加工により

 
接触を解消
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（８／９）

 「地震後の点検・評価で異常が確認された設備の点検」結果（1／2）

点検内容

地震後の点検・評価にて異常が確認された設備に対して、『パラメータ採取による総合確認』によ

 り、関連パラメータ採取を実施した。

上記に加え、プラント起動時に動作し、現場での確認が

可能な以下の設備について、作動状態の確認を実施した。

・原子炉冷却材再循環ポンプ(B)

・原子炉冷却材再循環ポンプMGセット(A),(B)

・高圧タービン

・低圧タービン(A),(B),(C)

・主発電機

・主変圧器

・所内変圧器(A),(B)

・移動式炉心内計装系検出器

また、プラント起動時に動作しない設備（配管支持構造物等）については、異常が確認

 された箇所に対し目視点検を行い、漏えいや熱移動による影響の有無を確認した。

点検結果

関連パラメータの値等に異常は確認されず、問題のないことを確認した（主タービンの

例を次頁に示す）。

上記8機種の作動状態、およびその他設備の目視点検の結果、異常がないことを確認した。

原子炉冷却材再循環ポンプ(B)電動機の運転状態の確認
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参考資料-4．「プラント確認試験」結果（９／９）

 「地震後の点検・評価で異常が確認された設備の点検」結果（２／2）

点検結果の例（主タービン軸受軸振動）

パラメータ採取結果（第３軸受軸振動の例）

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

③タービン、発電機

の起動時

④発電機出力

20、50％出力時

⑤

 

発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[mmP-P] ＜ 0.1750 （警報値）

測定値

 

[mmP-P] 0.0610 0.0568 0.0662 0.0565 0.0561 0.0622 0.0640 0.0588

過去値

[mmP-P]

最大値 0.0600 0.0600 0.0600 0.0520※１ 0.0550 0.0590※2 0.0580※2 0.0580※2

最小値 0.0500 0.0450 0.0450 0.0410※１ 0.0500 0.0200※2 0.0560※2 0.0560※2

相違理由※3 ③④※4 － ③④※4 ③④※4 ③④※4 ③※4※5 ③※4 ※5 ③※4※5

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

（第1～第10軸受のうちタービン起動時に
最大のものを掲載）

0.0000

0.0500

0.1000

0.1500

0.2000

パラメータ採取時期

主
ﾀー

ﾋ
ﾞﾝ

軸
受

軸
振

動
[m

m
P
-
P
]

測定値 最大値 最小値

タービン

起動時
発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：＜0.1750mmP-P

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の蒸気タービン性能検査（その１）の値
※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応

※４

 

最も近い第２軸受や軸全体の振動値が低く安定していることから、通常時に見られる変動であると評価した。
※５

 

定格熱出力時等の安定した状態で過去値と比較した結果わずかに差があるが、通常の変動の範囲であり異常なしと評価した。
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参考資料-5．プラント起動前確認事項確認結果

 「その他確認事項」結果（１／４）

プラント起動にあたって、以下の事項について確認した。

確 認 事 項

地震後の点検・評価結果

・地震後の点検・評価の結果、機器レベル、系統レベルの健全性が確保されていることを確認した

不適合の処置状況

・1号機および共用設備で確認された不適合に対し、プラントの起動および定格運転に影響を与えるもの

は、すべて処置が完了していることを確認した

・他プラントで確認された不適合のうち、1号機に水平展開が必要な不適合の処置がすべて完了してい

 
ることを確認した

プラント起動に関する運転計画

・起動予定曲線、起動予定出力曲線等により、運転計画が定められていることを確認した

プラント起動および異常発生時における運転手順

・運転操作手順書、起動手順書、制御棒操作手順等により、プラント運転に必要な運転手順が定められ

 
ていることを確認した

プラント起動に必要となる系統のラインナップ

・予め定めたバルブチェックリスト等により、プラント起動に必要となるラインナップ等が完了してい

 
ることを確認した

原子炉の運転に必要な運転員の確保

・原子炉施設の保安のために定めた保安規定に従い、原子炉の運転に必要な運転員が確保されているこ

 
とを確認した
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参考資料-5．プラント長期停止の影響確認

 「その他確認事項」結果（２／４）

プラントが長期間停止していたことに鑑み、「プラント長期停止時対応マニュ

 アル」に基づく、発錆防止、固着防止等を考慮した適切な保管管理が機器の特

 性に応じて実施されていることを確認した。

機器の長期的な劣化抑制の観点から、各設備及び機器の点検手入れの前後において、

 発錆、固着等を防止するため、満水、乾燥保管を実施した。

プラント長期停止中も機能要求のある系統並びに機器については、定例試験等を実

 施し、機能確認を行った。

設 備 目 的 保 管 対 策

原子炉及び一次系 発錆防止 満水保管（主蒸気系は乾燥保管）

非常用ディーゼル発電設備 固着防止、機能維持 定例試験

 

（

 

１回/月

 

）

主タービン
ロータ曲り防止

軸受発錆防止、固着防止
ターニング15分間運転（

 

１回/週）

主発電機 発錆防止
固定子巻線内窒素保管

コレクターリング防錆紙養生

電動機 絶縁抵抗低下防止 本設スペースヒータ通電（常時）

実施した保全活動の例

実施した保全活動
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確認結果

プラント起動に伴う機器の熱移動により、



 

支持構造物の干渉がないこと



 

静的レストレイントについては、変形等の異常がないこと



 

動的レストレイントについては、インジケータ指示値が全ストローク内にあること

を確認し、入熱による機器等への悪影響がないことを確認した。

原子炉の起動により配管振動が想定される範囲で、拘束条件を変更した箇所については、

振動測定により、異常な振動がないことを確認した。

結果の具体例を次頁に示す。

参考資料-5．耐震強化設備の確認結果（1/2）

 「その他確認事項」結果（３／４）

インジケータの確認

＜冷温時＞ ＜高温時＞

高温時の指示値
冷温時の指示値
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参考資料-5．耐震強化設備の確認結果（2/2）

 「その他確認事項」結果（４／４）

測定箇所

測定結果

出力段階

測定方向

測定値

 

[μm（P-P）]
目安値

（目標基準）7.0MPa保持時
発電機出力

20%時

発電機出力

50%時

発電機出力

75%時
定格熱出力時

水平X（E-W）方向 4 7 6 9 １９
980μm

（P-P）以下
上下Y方向 5 7 13 20 ３２

水平Z（N-S）方向 8 11 19 27 ３９

振動測定による確認結果例（主蒸気配管）

振動測定による確認結果

振動測定により、異常な振動がないことを確認した。

原
子
炉
圧
力
容
器

タービンへ

主蒸気
隔離弁
(内側)

主蒸気
隔離弁
(外側)

原子炉格納容器

振動測定箇所

主蒸気
隔離弁
(内側)

主蒸気
隔離弁
(外側)

原子炉圧力容器

サポート変更箇所
（スプリングハンガーから

メカニカルスナッバへ変更）

振動測定箇所

原子炉格納容器貫通部

タービンへ
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（１／１８）

プラント安定後（定格熱出力）のヒートバランス（７月５日時点）
プラントの熱効率およびヒートバランスを確認した結果、前回起動時と比較してほぼ同様の値であり、性能劣化はないものと評価し

 
た。

6,406

6,383

(t/h)

主蒸気流量

※補正後発電端出力および補正後熱効率
　　原子炉熱出力，復水器冷却水温度，発電機力率を
　　設計条件へ合わせるための補正を行い、一定
　　条件下で発生可能な発電機出力および効率を
　　算出した値

湿分分離器

高圧タービン
低圧タービン

（Ａ） 発電機

原子炉

第1ヒータ 第2ヒータ

6.89

6.88

(MPa)

原子炉圧力

283.2

283.2

(℃)

主蒸気温度

6.56

6.56

(MPa)

主蒸気圧力

1.32

-

(MPa)

HPTb排気圧力

1.26

1.30

(MPa)

LPTb入口蒸気圧力

23.0

19.2

(℃)

海水温度

6.48

5.61

(kPaabs)

復水器器内圧力

218.5

218.6

(℃)

1HTR出口温度

2.38

-

(MPaabs)

1HTR器内圧力

6,418

6,409

(t/h)

給水流量

218.2

218.2

(℃)

給水温度

191.6

-

(℃)

1HTR入口温度

1.35

-

(MPaabs)

2HTR器内圧力

(℃)

2HTR出口温度

-

191.0 147.7

-

(℃)

2HTR入口温度

12

12

(m3/h)

CRD系統流量

第3ヒータ

0.49

-

(MPaabs)

3HTR器内圧力

130.2

-

(℃)

3HTR入口温度

第4ヒータ

0.30

-

(MPaabs)

4HTR器内圧力

第5ヒータ

0.11

-

(MPaabs)

5HTR器内圧力

100.1

-

(℃)

4HTR入口温度

第6ヒータ

73.1

-

(℃)

5HTR入口温度

39.42

-

(kPaabs)

6HTR器内圧力

38.4

-

(℃)

6HTR入口温度

199.5

-

(℃)

1HTRドレン温度

152.0

-

(℃)

2HTRドレン温度

106.7

-

(℃)

4HTRドレン温度

134.7

-

(℃)

3HTRドレン温度

80.5

-

(℃)

5HTRドレン温度

46.0

-

(℃)

6HTRドレン温度

低圧タービン
（Ｂ）

低圧タービン
（Ｃ）

高圧復水ポンプ原子炉給水ポンプ

低圧復水
ポンプ

37.2

-

(℃)

LPCP吸込ヘッダ温度

復水器

1,123

1,123

(MWe)

発電機電力

1,126.5

(MWe)

1,125.6

補正後発電端出力※

34.21 H22.7.2

34.18 H18.5.30

(％)

補正後熱効率※

0.978

0.964

発電機力率

6,520

6,545

(t/h)

復水流量
蒸気式空気

抽出器

グランド蒸気
復水器

3,284

3,280

(MWt)

原子炉熱出力

44,724

43,850

(t/h)

炉心流量

ヒートバランス図（定格熱出力一定運転時）(平成２２年７月５日）

今回起動時(H22.7.2)

前回起動時(H18.5.30)

1.30

湿分分離器出口蒸気圧力

-

(MPa)
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希ガスホールド
アップ塔

最終評価時のパラメータ

プラント全体の機能試験において、異常と評価されるパラメータは確認されていない。以下に代表的なパラメータを示す。

原子炉水（よう素１３１）：

 

2.03E-02

 

Bq/g
原子炉水（全放射能）

 

：

 

2.25E+02

 

Bq/cm3

排ガス除湿冷却器出口放射線モニタ

 

：

 

1.0E-11 A

格納容器内温度：

 

60

 

℃
格納容器圧力：105 kPa

 

abs

原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環

 

ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

海

低圧タービン

主復水器

海水

蒸気

循環水ポンプ

給水ポンプ

主発電機

排気筒

給水

非常用復水貯蔵槽

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

湿分分離器

高圧タービン

原子炉熱出力: 3286.8 MWt
原子炉圧力

 

：

 

6.90

 

MPa
原子炉水位

 

：

 

910

 

mm

発電機出力：

 

1130 MW
発電機電圧：

 

18.8

 

kV
発電機電流：

 

35.5 kA

排気筒放射線モニタ(SCIN)
： 3.5E+00 s-1

サプレッションプール水温：

 

26.0 ℃
サプレッションプール水位：-20

 

mm
サプレッションチェンバ圧力：105 kPa

 

abs

炉心流量
：45.1×103

 

t/h

給水流量：

 

6475 t/h
給水温度：

 

218.9

 

℃

復水器ホットウェル水位：-20mm
復水器真空度：

 

6.6

 

kPa

 

abs

主変圧器

参考資料-６．主要プラントパラメータ（２／１８）

主蒸気流量：

 

6410

 

t/h
主蒸気圧力：

 

6.50

 

MPa
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原子炉熱出力（瞬時値）

参考資料-６．主要プラントパラメータ（３／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、

発電機の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機起動時
発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[MWt] ≦ 3293.0 （保安規定）

測定値

 

[MWt] 887.5 852.6 1762.7 2482.2 3223.5 3284.0 3286.8

過去値※1

[MWt]

最大値 918.0 918.0 1860.0 2563.0 3274.0 ※2 3287.0※2 3287.0 ※2

最小値 840.0 840.0 1725.0 2456.0 3196.0※2 3279.1 ※2 3279.1 ※2

相違理由 － － － － － － －

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

500.0

1000.0

1500.0

2000.0

2500.0

3000.0

3500.0

パラメータ採取時期

原
子

炉
熱

出
力

[Ｍ
Ｗ

t]

測定値 最大値 最小値

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：≦3293.0ＭＷｔ
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（４／１８）

原子炉圧力

 
（狭帯域）

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 

の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

7.0MPa

 

保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

 

20％時
発電機出力

 

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時
（定格熱出力時）

判定基準 [MPa] ≦ 7.03 （保安規定）

測定値 [MPa] 6.85 6.40 6.44 6.44 6.55 6.70 6.88 6.90 6.90

過去値※1

[MPa]

最大値 6.87 6.39 6.43 6.43 6.55 6.69 6.87 ※2 6.89※2 6.89※2

最小値 6.82 6.36 6.39 6.39 6.51 6.63 6.81※2 6.89※2 6.89※2

相違理由※３ － ③※4 ③※4 ③※4 － ③※4 ③※4 ③※4 ③※4

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値
※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応

※４

 

原子炉圧力は、当該の監視用の計器以外に、３つの広帯域圧力計があるため、それらの計測器についても確認を行った。
その結果、いずれも同等の値を示しており過去値との相違も極めて小さいことから、通常時に見られる変動であると評価した。

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

パラメータ採取時期

原
子

炉
圧

力
 [

M
Ｐ

ａ
]

測定値 最大値 最小値

7.0MPa

保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：≦7.03ＭＰａ
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（５／１８）

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa 
保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[mm] 800 ＜ 原子炉水位 ＜ 1029（警報値）

測定値

 

[mm] 920 920 920 920 920 920 920 920 910 910

過去値

[mm]

最大値 － 940 950 950 950 961※1 920 920※2 920※2 920※2

最小値 － 910 920 920 920 906※1 920 900※2 910※2 910※2

相違理由 － － － － － － － － － －

原子炉水位

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

700

800

900

1000

1100

パラメータ採取時期

原
子

炉
水

位
 [
ｍ

ｍ
]

測定値 最大値 最小値

3.5MPa

保持時

7.0MPa

保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：＜1029ｍｍ

判定基準：＞800ｍｍ
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主蒸気流量

参考資料-６．主要プラントパラメータ（６／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[t/h] －

測定値

 

[t/h] 563 1464 1402 3151 4659 6280 6416 6410

過去値※1

[t/h ]

最大値 － 1496 1496 3268 4659 6300※2 6400※2 6400※2

最小値 － 1359 1359 3004 4436 6200※2 6360※2 6360※2

相違理由※3 － － － － － － ③※4 ③※4

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

 

※４

 

主蒸気流量は、当該主蒸気流量の他に、系統毎の主蒸気流量(Ａ)(Ｂ) (Ｃ)(Ｄ)を測定していることから、それらについても確認を行った。

※３

 

相違理由はＰ４４に対応

 

その結果、いずれも同等の値を示しており過去値との相違も極めて小さいことから、通常時に見られる変動であると評価した。

最終
評価時

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

パラメータ採取時期

主
蒸

気
流

量
[t

/
h
]

測定値 最大値 最小値

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力
最終

評価時
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主蒸気圧力

参考資料-６．主要プラントパラメータ（７／１８）

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa 
保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[MPa] － ＞ 5.86 （警報値）

測定値

 

[MPa] 3.30 6.90 6.40 6.40 6.40 6.50 6.50 6.60 6.50 6.50

過去値※1

[MPa]

最大値 － 6.89 6.39 6.42 6.42 6.47 6.51 6.55※ 2 6.49※ 2 6.49※ 2

最小値 － 6.82 6.37 6.39 6.39 6.45 6.48 6.48※ 2 6.48※ 2 6.48※ 2

相違理由※3 － ③※4 ③※4 － － ③※4 － ③※4 ③※4 ③※4

※１

 

過去の計算機の値

 

※４

 

他のパラメータおよび電気油圧式制御装置の制御に異常がないことから、通常時に見られる変動であると評価した。
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

パラメータ採取時期

主
蒸

気
圧

力
[M

P
ａ
]

測定値 最大値 最小値

3.5MPa

保持時

7.0MPa

保持時
タービン

起動時

発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：＞5.86ＭＰａ
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給水流量

参考資料-６．主要プラントパラメータ（８／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[t/h] －

測定値

 

[t/h] 642 1457 1387 3152 4715 6330 6502 6475

過去値※1

[t/h]

最大値 741 1531 1531 3348 4722 6400※2 6500※2 6500※2

最小値 575 1393 1393 3061 4484 6250※2 6440※2 6440※2

相違理由※3 － － ③※4 － － － ③※4 －

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値

 

※４

 

給水流量は、当該給水流量の他に、系統毎の給水流量(Ａ)(Ｂ)を測定していることから、それらについても確認を行った。
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

 

その結果いずれも同等の値を示しており、過去値との相違が小さいことから通常時に見られる変動であると評価した。

※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応去
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給水温度

参考資料-６．主要プラントパラメータ（９／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、

発電機の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機起動時
発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[℃] －

測定値

 

[℃] 157.2 155.3 189.2 205.8 218.1 219.0 218.9

過去値
[℃]

最大値 156.0 156.0 190.1※1 207.0 218.2※2 216.0※2 216.0※2

最小値 153.0 153.0 186.0 203.0 215.0※2 216.0※2 216.0※2

相違理由※3 ③※4 － － － － ③※4 ③※4

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値
※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※４

 

給水温度は、当該の監視用計器以外に計６つの計測器があるため、それらの計測器についても確認を行った。その結果、いずれも
同等の値を示しており過去値との相違が小さいことから、通常時にみられる変動であると評価した。
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測定値 最大値 最小値
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発電機
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50%時

発電機
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発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時
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発電機出力

参考資料-６．主要プラントパラメータ（１０／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機起動時
発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[MW] －

測定値

 

[MW] 210 200 560 830 1100 1130 1130

過去値
[MW]

最大値 204 204 566※1 900 1100※2 1130※2 1130※2

最小値 180 180 541※1 820 1100※2 1120※2 1120※2

相違理由※3 ③※4 － － － － － －

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値

 

※４

 

他の計器の指示は過去値に収まっていること、および出力保持のための調整幅内にあることから、通常時にみられる変動であると評価した。
※２

 

過去の総合負荷性能検査の値
※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応
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発電機
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発電機

出力

20%時

発電機
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50%時
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出力

100%時

定格熱

出力
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（１１／１８）

発電機電圧

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機起動時
発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[kV] －

測定値

 

[kV] 18.8 19.0 18.8 18.7 18.8 18.8 18.8

過去値

[kV]

最大値 19.0 19.0 19.2※1 19.0 19.0 19.0※1 19.0※1

最小値 18.8 18.8 18.5※1 18.9 19.0 18.6※1 18.6※1

相違理由※2 － － － ③※3
③※3 － －

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値
※２

 

相違理由番号はＰ４４に対応

※3

 

過去は電力系統電圧制御装置を使用していたが、今回は給電指令所からの指令により手動調整を実施しているため
微少な変動が生じたものであり、異常ではないと評価した。
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測定値 最大値 最小値

発電機
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発電機
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50%時

発電機
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75%時

発電機
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100%時

定格熱

出力
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評価時
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（１２／１８）

発電機電流

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

③タービン、発電

 
機の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機起動時
発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[kA] －

測定値

 

[kA] 7.1※2 6.9※2 17.9 25.5 34.5 35.9 35.5

過去値

[kA]

最大値 9.4※1 9.4※1 18.5※1 28.0 34.0 35.2※1 35.2※1

最小値 6.0※1 6.0※1 17.0 26.0 34.0 34.9※1 34.9※1

相違理由※3 － － － ③※4 ③※4 ③※4 ③※4

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※1

 

過去の計算機の値
※2

 

計算機の値

※3

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※4

 

過去は電力系統電圧制御装置を使用していたが、今回は給電指令所からの指令により手動調整を実施しているため
微少な変動が生じたものであり、異常ではないと評価した。
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復水器真空度

参考資料-６．主要プラントパラメータ（１３／１８）

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa 
保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[kPa abs] ＜ 13.3 （警報値）

測定値

 

[kPa abs] 3.5 5.9 6.5 6.5 6.2 6.4 6.0 6.5 6.1 6.6

過去値
[kPa abs]

最大値 － 6.6 7.3 6.6 6.6 7.4※1 7.0 8.1※2 5.5※2 5.5※2

最小値 － 2.0 3.9 5.1 5.1 5.1※1 5.5 5.1※2 5.5※2 5.5※2

相違理由※3 － － － － － － － － ③※4 ③※4

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※1

 

過去の計算機の値
※2

 

過去の総合負荷性能検査の値
※3

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※４

 

復水器真空度は、当該の監視用の計器以外に、広帯域の計測器があるため、その計測器についても確認を行った。
その結果、いずれも同等の値を示しており過去値との相違も極めて小さいことから、通常時に見られる変動であると評価した。
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判定基準：＜13.3kPa abs
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炉心流量

参考資料-６．主要プラントパラメータ（１４／１８）

パラメータ

採取時期

③タービン、

発電機の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[×103t/h] － 原子炉熱出力30％以上においては、保安規定に定める運転範囲にあることを確認している。

測定値

 

[×103t/h] 15.9 15.8 22.5 43.1 43.0 46.0 45.1

過去値

[×103t/h]

最大値 15.5 15.5 31.9※1 42.8 48.0※2 43.7※2 43.7※2

最小値 11.5 11.5 22.6※1 40.0 44.1※2 42.2※2 42.2※2

相違理由※3 ③※4 ③※4 ③④※4 ※5 ③④※4 ※5 ③※4 ※6 ③※4 ※6
③※4 ※6

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の計算機の値

※２

 

過去の総合負荷性能検査の値

※３

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※４

 

炉心構成（燃料や制御棒の配置・燃焼度）に応じて出力上昇方法（制御棒と炉心流量の組合せ）が変わること、関連パラメータ
である炉心下部格子板差圧，原子炉再循環ポンプ差圧およびポンプ速度に異常がないことから、通常時に見られる変動であると評価した。

※５

 

中間出力段階であり、定格熱出力時など安定した状態で最終評価を行うものとした。
※６

 

定格熱出力時等の安定した状態で過去値と比較した結果わずかに差があるが、通常の変動の範囲であり異常なしと評価した。
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＜原子炉熱出力および炉心流量における運転範囲＞

発電機出力７５％時

発電機出力５０％時

発電機出力１００％時

定格熱出力運転時

定格熱出力運転時

（最終評価時）



70無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

排気筒放射線モニタ（ＳＣＩＮ）

参考資料-６．主要プラントパラメータ（１５／１８）

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全

 

性評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa 
保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[s-1] ＜ 4.0E+01 （警報値）

測定値

 

[s-1] 3.0E+00 2.5E+00 3.5E+00 4.0E+00 3.5E+00 3.5E+00 3.5E+00 4.0E+00 3.5E+00 3.5E+00

過去値

[s-1]

最大値 － 8.0E+00 7.0E+00 9.0E+00 9.0E+00 5.0E+00 6.0E+00 7.0E+00※1 5.0E+00※1 5.0E+00※1

最小値 － 5.0E+00 5.0E+00 5.0E+00 5.0E+00 5.0E+00 5.0E+00 4.2E+00※1 3.2E+00※1 3.2E+00※1

相違理由※2 － ③④※3 ③④※3 ③④※3 ③④※3 ③④※3 ③④※3 ③※3 ※4 － －

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の総合負荷性能検査の値

 

※３

 

Ａ系およびＢ系の値に相違がないこと、また他のパラメータに異常が確認されていないことから通常時にみられる変動であると評価した。
※２

 

相違理由番号はＰ４４に対応

 

※４

 

定格熱出力時等の安定した状態で過去値と比較した結果わずかに差があるが、通常の変動の範囲であり異常なしと評価した。

0.0E+00

5.0E+00

1.0E+01

1.5E+01

2.0E+01

2.5E+01

3.0E+01

3.5E+01

4.0E+01

4.5E+01

パラメータ採取時期

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
[S

-
1
]

測定値 最大値 最小値

3.5MPa

保持時

7.0MPa

保持時

タービン

起動時
発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：＜4.0E+01S-1
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（１６／１８）

原子炉水（よう素１３１）

 
手分析結果

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機出力

２０％時

発電機出力

５０％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[Bq/g] ≦ 4.60E+03 （保安規定）

測定値

 

[Bq/g] 4.30E-03 1.10E-02 1.78E-02 2.07E-02 2.09E-02 2.03E-02

過去値

[Bq/g]

最大値 － － － 6.66E-02※1 3.02E-02※1 3.02E-02※1

最小値 － － － 2.10E-02※1 2.06E-02※1 2.06E-02※1

相違理由※2 － － － ①※3
－ ① ※3

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の総合負荷性能検査の値
※２

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※３

 

原子炉水中のよう素は、燃料被覆管を構成する金属成分中に微量に含まれる不純物ウランからくるものと考えられるが、
燃料は定期検査ごとに交換され、過去値と比較しても顕著な差がないことから異常なしと評価した。

1.00E-07

1.00E-05

1.00E-03

1.00E-01

1.00E+01

1.00E+03

パラメータ採取時期

ヨ
ウ

素
１

３
１

濃
度

[B
ｑ

/
ｇ
]

測定値 最大値 最小値
判定基準：≦4.60Ｅ+03Bq/g

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時
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原子炉水（全放射能）

 
手分析結果

参考資料-６．主要プラントパラメータ（１７／１８）

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の総合負荷性能検査の値

パラメータ

採取時期

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性
評価時

発電機出力

２０％時

発電機出力

５０％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[Bq/cm3] －

測定値

 

[Bq/cm3] 4.47E+02 2.05E+02 2.01E+02 2.09E+02 2.31E+02 2.25E+02

過去値

[Bq/cm3]

最大値 － － － 4.80E+02※1 3.41E+02※1 3.41E+02※1

最小値 － － － 1.90E+02※1 1.84E+02※1 1.84E+02※1

相違理由 － － － － － －

1.00E-03

1.00E-02

1.00E-01

1.00E+00

1.00E+01

1.00E+02

1.00E+03

1.00E+04

パラメータ採取時期

全
放

射
能

濃
度

[Ｂ
ｑ

/
ｃ
ｍ

３
]

測定値 最大値 最小値

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時
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参考資料-６．主要プラントパラメータ（１８／

 
１８

 
）

排ガス除湿冷却器出口放射線モニタ

パラメータ採取時期

約3.5MPa 1500rpm

約20%

約50%

約7.0MPa

約75%

：原子炉圧力

：タービン回転速度

：発電機出力

：パラメータ採取時期

：評価

約100%

定格熱出力

パラメータ

採取時期

②原子炉昇圧時
③タービン、発電機

 
の起動時

④発電機出力

20、50％時

⑤発電機出力
７5％、定格熱出力時

⑦最終の健全性

 

評価時

3.5MPa

 

保持時
7.0MPa 
保持時

タービン

起動時

発電機

起動時

発電機出力

20％時

発電機出力

50％時

発電機出力

７5％時

発電機出力

100%時
定格熱出力時

最終評価時

（定格熱出力時）

判定基準

 

[A] ＜ 5.0E-11 （警報値）

測定値

 

[A] 2.5E-13 2.5E-13 2.5E-13 3.0E-13 3.0E-13 9.0E-13 1.5E-12 5.5E-12 8.0E-12 1.0E-11

過去値

[A]

最大値 － 9.0E-13 3.8E-13 6.0E-13 6.0E-13 8.0E-13 2.2E-12 8.0E-12※1 9.5E-12※1 9.5E-12※1

最小値 － 1.5E-13 1.5E-13 1.6E-13 1.6E-13 8.0E-13 1.3E-12 1.4E-12※1 3.5E-12※1 3.5E-12※1

相違理由※2
－ － － － － ③④※3

－ － － ③※3

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

経過日数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
⑦

※１

 

過去の総合負荷性能検査の値
※２

 

相違理由番号はＰ４４に対応
※３

 

他のパラメータに異常が確認されていないことから通常時にみられる変動であると評価した。

1.0E-15

1.0E-14

1.0E-13

1.0E-12

1.0E-11

1.0E-10

1.0E-09

パラメータ採取時期

排
ガ

ス
除

湿
冷

却
器

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

[A
]

測定値 最大値 最小値

3.5MPa

保持時

定格圧力

保持時

タービン

起動時
発電機

起動時

発電機

出力

20%時

発電機

出力

50%時

発電機

出力

75%時

発電機

出力

100%時

定格熱

出力

最終

評価時

判定基準：＜5.0E-11A



１号機
 
プラント全体の

 機能試験・評価における
 不適合の発生状況について

（添付資料-1）
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１．はじめに

不適合の対応状況について

１号機では、プラント全体の機能試験・評価を５月２１日から７月５日（最終評

 価）までの期間で実施し、この間に83件の不適合事象が確認された。

これらの事象は、いずれも軽微な不適合事象であり、原子炉の安全性に影響を与

 えるような重大な不適合ではないと評価した。

先行して実施した６／７号機のプラント全体の機能試験・評価の際に確認された

 不適合事象の水平展開についても、確実に実施している。

これら不適合事象への対応状況について、ご説明する。
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２． １号機不適合事象に対する対応

１号機で確認された不適合事象は、いずれも軽微なものであり、原子炉の安全

 性に影響を与えるような重大な不適合ではなく、また、地震の影響によるもの

 ではないと判断した。

参考として、以下の不適合事象についてご説明する。

①原子炉給水ポンプバイパス弁等の不具合

②気体廃棄物処理系除湿冷却器の温度制御不良

③原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）油フィルタからの油漏れ

④原子炉隔離時冷却系蒸気止め弁およびタービントリップ機構の不具合

⑤残留熱除去系Ａ系の吐出圧力上昇について
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【概要】

・平成２２年５月２２日、原子炉起動準備として、原子炉給水ライン注入弁の開操作を実施したところ、

 原子炉水位の上昇を確認した。

・現場を確認したところ、全閉中の原子炉給水ポンプバイパス弁から流水音が確認された。

・その後、全閉中の給水ポンプ出口側の６弁についてシート性能（水の流れを遮る能力）について

確認した結果、Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）において有意なシート性能の低下（水の流れを遮る能力

 の低下）を確認した。

M/D RFP(B)
（停止中）

Ｍ／Ｄ

 

ＲＦＰ：電動機駆動原子炉給水ポンプ
Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ：タービン駆動原子炉給水ポンプ
：復水再循環運転
：給水再循環運転

M/D RFP(A)
（停止中）

T/D RFP(A)
（停止中）

T/D RFP(B)
（停止中）

高圧復水ポンプ
（停止中）

低圧復水ポンプ
（運転中）

主蒸気隔離弁

主蒸気止め弁 主蒸気加減弁

高圧タービン
低圧

タービン

湿分分離器

復水器

復水
再循環弁

給水再循環弁

原子炉給水ポンプバイパス弁

Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ
吐出弁（Ａ）

Ｍ／Ｄ

 

ＲＦＰ吐出弁・
最小流量給水流量調節弁後弁

原
子
炉
圧
力
容
器

流水音確認

シート性能の低下を確認

原子炉給水ライン注入弁

弁開操作時原子炉水

 
位上昇確認

事象発生時は復水再

 
循環運転

Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ
吐出弁（Ｂ）

２．１号機不適合事象に対する対応（①原子炉給水ポンプバイパス弁等の不具合）（1/3）
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【原因】

・今回の定期検査において実施した給復水再循環運転が、

 長期間にわたったため水圧の脈動による振動により、Ｔ

 ／Ｄ

 
ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）の弁体シート面にへこみ等が

 発生し、弁体の広い範囲で当たり不良が発生したことに

 より、シート性能が低下したものと推定した。

（過去のプラント停止時に同様の事例あり）

・また、弁体のシート面にシート性能に影響を及ぼさない

 微細なひびを確認した。

・原子炉給水ポンプバイパス弁については、有意な異常は

 確認されなかった。

・新潟県中越沖地震発生時、当該弁は、点検のために全て

 「全開」の状態であり、弁体および弁座のシート面に接

 触するものがない状態であった。

また、分解点検の結果、上記の事象以外に、変形や損傷

 等の異常は確認されていないことから、本事象は地震の

 影響によるものではないと判断した。

弁全開時は弁体および弁座のシート

 
面に接触するものがない。

推定メカニズム図（給復水再循環運転時の弁の状態）

入口出口

原子炉給水
ポンプバイパス弁

（全開）

シート面

２．１号機不適合事象に対する対応（①原子炉給水ポンプバイパス弁等の不具合）（2/3）

弁体

弁体が長期間にわたって水圧の脈動により振動

 
し、シート面にへこみ等が発生したことから、

 
弁体の広い範囲で当たり不良が発生してシート

 
性能が低下したものと推定。

弁箱

弁棒

Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）シート面のひび

拡大写真
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【対策】
・Ｔ／Ｄ

 
ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）については、シート

面の磨き等の手入れを実施し、シート面の当たり
が確保されていることを確認した。

・原子炉給水ポンプバイパス弁については、シート
面の当たりは確保されていたが、念のため
シート面の磨き等の手入れを実施した。

・今回のプラント起動に先立ち、過去のプラント起動

 時の不適合の確認は実施していたが、過去のプラン

 ト停止時の不適合は確認していなかったことから、

 過去のプラント停止時の不適合について確認し、必

 要な対策を実施した。

・また、長期間の給復水再循環運転時には、シー
ト性能を維持・確認するよう運用手順の改善を
行う。

Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）シート面の当たり状況（手入後）

赤い塗料付着箇所が当たり箇所

２．１号機不適合事象に対する対応（①原子炉給水ポンプバイパス弁等の不具合）（3/3）

当たり箇所

広い範囲で
当たり不良

Ｔ／Ｄ

 

ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）シート面の当たり状況（手入前）
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【概要】

・気体廃棄物処理系の除湿冷却器を１台→２台運転に切り替えた際、除湿冷却器（Ｂ）※の

 温度制御が不調となり、除湿冷却器(Ｂ)が停止した。

・停止した冷却器(B)については、冷却器に供給する冷媒をコントロールする弁（膨張弁）

 を予備側に切り替えることで温度制御は正常となったため、膨張弁の追従性が悪いことに

 起因した事象であると推定した。

・その後、膨張弁全４弁(Ａ)(Ｂ)系の通常側、予備側)の動作状態を確認した結果、(Ａ)(Ｂ)系

 の通常側２弁の追従性が悪いことを確認した。
※活性炭式希ガスホールドアップ塔の保護のため、器内を通る非凝縮性ガスを冷却することで含有する水分を

 
凝縮させる設備。起動時は２台、通常運転時は１台運転となる。

タービン建屋

復水器

タービン

排ガス
フィルタ

排ガス
再結合器

蒸気式
空気抽出器

主
排
気
筒

活性炭式希ガス
ホールドアップ塔

主蒸気
（原子炉より）

排ガス
真空ポンプ

排ガス
予熱器

排ガス
復水器 前置

フィルタ

冷媒供給
装置

膨張弁
（通常）

膨張弁
（予備）

動作不調箇所
（膨張弁（予備）に切り替え動作良好）

除湿
冷却器

※

※除湿冷却器は

 

内の設備を２セット設置

脱湿塔

２．１号機不適合事象に対する対応（②気体廃棄物処理系除湿冷却器の温度制御不良）（1/2）
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【原因】

・新潟県中越沖地震後の設備点検においては、当該弁の

 目視点検、作動試験、漏えい確認を実施しており、異

 常は確認されていない。

・膨張弁の追従性が悪くなる事象は、通常の保全活動に

 おいても確認されているもの。

・以上から、本事象は地震の影響によるものではなく、

 経年的な劣化によるものであると判断した。

【対策】

・(Ａ)(Ｂ)系の通常側２弁の膨張弁の取り替えを実施し、

 動作に異常が無いことを確認した。

予備側膨張弁 通常側膨張弁

膨張弁（取替前）

膨張弁（取替後）

予備側膨張弁 通常側膨張弁

取替を実施

２．１号機不適合事象に対する対応（②気体廃棄物処理系除湿冷却器の温度制御不良）（2/2）



82無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（③原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）油フィルタからの油漏れ）

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）

流体継手 電動機 励磁機
原子炉冷却材
再循環ポンプ しゃ断器

（Ｂ）（Ａ）

発電機

閉止栓部拡大写真油フィルタ（全景）

漏えい箇所
（直径約２cm)

対策実施後

シールテープ巻き直し、
コーキング材塗布等実施

油フィルタ

【概要】

・平成２２年５月２８日、非管理区域にて原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）※の油フィルタ閉止栓か

 ら、油が床面に滴下していることを確認した。発見時には、すでに油の滴下は停止していた（滴下した油

 の量は約40ml）。

【原因】

・当該のMGセットは地震後に設備点検を実施しており、異常がないことを確認している。

・至近では、プラント起動直前の５月１１日に通常保全としての点検において閉止栓の着脱を実施しており、

 この作業時におけるシールテープの巻き方が不十分であったと推定した。

【対策】

・閉止栓のシールテープを巻き直し、コーキング材を塗布するとともに、念のため下部にオイルパンを設置

 した。

※原子炉冷却材再循環ポンプの電源周波数

を変化させ、ポンプ速度を制御する装置。

２．１号機不適合事象に対する対応
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２．１号機不適合事象に対する対応
 （④原子炉隔離時冷却系蒸気止め弁およびタービントリップ機構の不具合）（1/3）

【概要】

・平成２２年６月２８日、プラント確認試験におけるパラメータの採取により、サプレッションプール

 （以下Ｓ／Ｐという）水位および格納容器内温度（Ｓ／Ｐ水温度）の上昇傾向を確認した。

・調査の結果、原子炉隔離時冷却系（以下ＲＣＩＣという）排気ライン逆止弁の動作音が確認され、Ｒ

 ＣＩＣタービン排気蒸気圧力の上昇を確認したことから、ＲＣＩＣ蒸気止め弁のシートパスにより微

 少な蒸気がＳ／Ｐへ流入しているものと推定した。

・また、調査の課程でＲＣＩＣタービン起動し、停止させる際、中央制御室の停止用プッシュボタン

 （以下、「トリップＰＢ」という）を押下したがＲＣＩＣタービンが停止しなかったため、現場のト

 リップＰＢにて停止させた。

原子炉隔離時

冷却系ポンプ
非常用復水貯蔵槽

原子炉格納容器

主タービン・発電機へ
（主蒸気配管）

原子炉隔離時

冷却系タービン

原子炉圧力容器

タービン

トリップ弁

蒸気止め弁

蒸気加減弁

動作音を確認

排気ライン

逆止弁

シート性能の

低下を確認

サプレッションプール

PI

圧力上昇を確認
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【原因：ＲＣＩＣ蒸気止め弁のシートパス】

・当該弁の分解点検の結果、弁のシート面に微細なクラッド等の噛み

 込みによる当たり不良が２箇所確認された。

・Ｓ／Ｐ水位及び温度等の上昇は、 ６月２２日に実施したＲＣＩＣ

 機能検査以降から確認されていることから、ＲＣＩＣ機能検査にお

 いて当該弁が開閉した際に、ゴミかみ等により当たり不良が発生し

 たものと推定した。

・６月２２日のＲＣＩＣ機能検査以前にもおいても、ＲＣＩＣ系の運

 転を実施しているが、機能検査以前にＳ／Ｐ水位及び温度の上昇は

 確認されていないこと、分解点検の結果、上記の事象以外に、変形

 や損傷等の異常は確認されていないことから、本事象は地震の影響

 によるものではないと判断した。

【対策】

・ＲＣＩＣ蒸気止め弁については、摺り合わせによる手入れを行い、

 シート面の当たりが確保されていることを確認した。

・ＲＣＩＣ復旧後の確認運転後において、Ｓ／Ｐ水位及び温度の上昇

 は確認されていないことを確認した。

シート面の当たり状況（手入前）

シート面の当たり状況（手入後）

当たり不良
箇所

赤い塗料付着箇所が当たり箇所

２．１号機不適合事象に対する対応
 （④原子炉隔離時冷却系蒸気止め弁およびタービントリップ機構の不具合）（2/3）
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【原因：通常操作での停止不可事象】

・当該事象が発生した際、現場にて状況確認を実施

 しており、トリップソレノイドの動作が不十分で

 あることを確認したため、トリップソレノイド等

 の電気系統について調査を実施した。

・その結果、トリップソレノイドを動作させるため

 のコンタクタの接触抵抗にバラツキがあること、

 接点表面に硫化皮膜が形成されていることを確認

 した。

・以上から、トリップソレノイドを動作させるため

 のコンタクタの接触抵抗が、経年使用に伴い発生

 した硫化皮膜の影響により増加したことで、ソレ

 ノイド励磁電圧が低下し、トリップ機構が動作し

 なかったものと推定した。

ＲＣＩＣタービントリップ用
コンタクタ回路概略図

接点抵抗のバラツキ、
硫化皮膜の形成を確認

コンタクタ

2

1

5

6

3

 
3

3

 
2

1

 
0

9

トリップ
ソレノイド

・地震後の点検においてトリップ機構の動作に問題は確認されていないことから、地震の影響によるものではない

 と評価した。

・なお、７号機において発生した停止不可事象は、弁体と弁箱が接触したことでラッチ作動力が増大したことによ

 るものであり、本事象とは異なる要因によるものである。

【対策】

・接点抵抗が増大したと推定されるコンタクタを予備品と交換し、トリップ機構に問題がないことを確認した。

 なお、トリップソレノイドについても点検調査のため分解したため、念のため予備品へ交換した。

２．１号機不適合事象に対する対応
 （④原子炉隔離時冷却系蒸気止め弁およびタービントリップ機構の不具合）（3/3）

機構の動作によりラッチ部分が

 

外れる。

ラッチレバー

トリップレバー

・

Ｘ部

 

詳細

Ｘ部
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【概要】
・平成２２年6月3日頃から残留熱除去系（以下、「RHR」という。）（A）系の系統圧力（ポンプ吐

 出圧）の上昇が確認されている。
・当該事象は、RHRポンプ運転停止後の系統水の体積膨張（一次系等からの伝熱）により発生するこ

 とが経験的に知られ、当直が系統の圧抜き操作（ベント）を行うことで対応していた。
・6月30日に実施したベント操作の際に、ベント操作後の系統圧力上昇が若干早いことに気づいたこと

から、復水補給水系（以下、「ＭＵＷＣ系」という。）或いは一次系につながる弁等からのシートパ
スの可能性が考えられるため、より詳細に調査することとした。

２．１号機不適合事象に対する対応（⑤残留熱除去系Ａ系の吐出圧力上昇について）（1/2）

F082A

F047A F046A

F034

F025A

F027A

F001A

F004A

F009A

F010A

G41-F020 F050A

F063

F534A

F534B

F032

F012AF011A

F056AF090

F006A

F028A

F058A

F013A

F021A

F024A

ＰＬＲへ

低圧炉心注水へ

格納容器

スプレイへ

原子炉圧力容器

ヘッドスプレイへ

原子炉

圧力容器

原子炉格納容器

Ｓ／Ｃ

スプレイへ

サプレッションプール

排水系へ

熱
交
換
器

ＭＵＷＣ系

燃料プール冷却

浄化系へ

ＲＨＲ（Ａ）ポンプ

F515A F515B

PLRﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｓ／Ｐへ

PI

ＲＣＩＣより

F029A

F081A

加圧されているライン

ＲＨＲ（Ａ）系　系統概略図

一次系からの伝熱

ＭＵＷＣ系

ＭＵＷＣ系

シートパス無し

シートパス無し

 

Ｐ 

F030A

F029AF028A 

PLR ポンプ(A) 

原子炉圧力容器へ 

Ｐ 

F030B
F029B F028B

PLRポンプ(B)

PLR 配管 
との合流点 

PLR 母管 

(A)系 

原子炉圧力容器へ

原子炉格納容器 

PLR 母管 

(B)系 

F028A 

F028B

：一次系（原子炉圧力容器バウンダリ）配管 

自然対流により
一次系からの伝
熱が発生 

配管高さの違い
により、(A)系に
比べ伝熱が少な
いと考えられる 

一次系からの伝熱の概要
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【原因】
・ＭＵＷＣ系につながる弁、一次系につながる弁および、その他の弁のシートパスの可能性について確

 認した結果、異常は確認されなかったことから本事象は、RHRポンプ運転（S／C～S／C）により系

 統水がS／C水と入れ替わった後、一次系等からの熱が弁を介して系統水に伝熱し徐々に体積膨張する

 とともに系統圧力が上昇したものであると推定し地震の影響によるものではないと評価した。

【対策】

・系統水の体積膨張によるものであり、設備の不具合等に起因する事象ではないため、系統圧力の監視

 とベント操作により、系統圧力を適切に管理していく。

Ｋ１　ＲＨＲ（Ａ）ベント状況（6/21～6/30）
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6/22 RHR(A)ポンプ運転

（S/Cｸｰﾘﾝｸ゙ ）
6/28 RHR(A)ポンプ運転

（S/Cｸｰﾘﾝｸ゙ ）

RHR(A)ポンプ運転

（S/C水移送）

F058A 1/12T 増し締め

0.071MPa/h

警報設定値（3.3MPa）

0.060MPa/h

２．１号機不適合事象に対する対応（⑤残留熱除去系Ａ系の吐出圧力上昇について）（2/2）

Ｋ１　ＲＨＲ（Ａ）ベント状況（7/1～）

0

1

2

3

4

5

6

7

20
10

/7
/1

20
10

/7
/2

20
10

/7
/3

20
10

/7
/4

20
10

/7
/5

20
10

/7
/6

20
10

/7
/7

20
10

/7
/8

20
10

/7
/9

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（
Ａ

）
吐

出
圧

力

0.055MPa/h

0.047MPa/h

温度上昇による体積膨張が落

 

ちつきつつあり、圧力上昇は

 

緩やかになっている。

警報設定値（3.3MPa）
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
 

先行してプラント全体の機能試験を実施した、６／７号機のプラント全体の

 機能試験・評価において確認された不適合事象のうち、水平展開が必要と判

 断した不適合事象について、以下のように対応した。



 
プラント起動前に確認・対応が必要な事項について、確実に実施されているこ

 とを確認した。



 
プラント全体の機能試験・評価期間中に対応を実施するものについて、適切な

 時期に必要な対策が実施されていることを確認した。


 

６／７号機で確認された不適合事象のうち、プラント起動工程に影響を与え

 た主な不適合事象について、１号機における対応状況を以下のページで

ご説明する。

３．６／７号機で確認された不適合への対応について（１／４）
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No. 不適合概要 １号機における起動前対応事項
１号機プラント全体の機能

 
試験における対応状況

結果

1

原子炉隔離時冷却系

 
（RCIC）の通常操作

 
での停止不可



 

トリップ機構のラッチ力を測定し、機械式および電

 
磁式トリップにおける動作力が、ラッチを外すため

 
に必要な力を十分上回っていることを確認した。



 

バックシートが干渉していないことを確認した。



 

トリップ動作確認試験を実施し異常のないことを確

 
認した。



 

7.0MPa時の設備点検時にお

 
いて、異常のないことを確認

 
した。

良

2

圧力抑制室（S/C）

 
の水位上昇



 

RCIC系起動前にS/Cのプール水位を確認し、必要

 
に応じて移送するようにマニュアルに定めた。



 

RCIC系起動中はS/Cのプール水を速やかに移送で

 
きるよう監視する体制をとることをマニュアルに定

 
めた。



 

RCIC系起動前にS/Cのプー

 
ル水位を確認し、必要に応じ

 
て移送した。



 

RCIC系起動中は、S/Cの

 
プール水の監視体制をとり、

 
有意な水位上昇がないよう運

 
用した。

良

3

電動機駆動原子炉給

 
水ポンプ給水流量調

 
節弁の開度表示の不

 
具合



 

１号機の当該箇所（M/D FCV）については、振動

 
対策に実績のある開度計を使用していることから、

 
対策は不要であると判断している。



 

同型計器を使用しており、類似事象の発生する可能

 
性がある原子炉冷却材浄化系（CUW系）について

 
は、振動対策品への交換を実施した。



 

M/D FCVおよびCUW系の弁

 
について、プラント起動中に

 
異常のないことを確認した。

良


 

７号機で確認された主な不適合事象への対応

３．６／７号機で確認された不適合への対応について（２／４）
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No. 不適合概要 １号機における起動前対応事項
１号機プラント全体の機能

 
試験における対応状況

結果

4

直流電源設備直流

 
125V 7B 地絡警

 
報の発生



 

本事象は一過性の事象であり、本事象が発生した場

 
合においても、プラントの運転に影響がないことか

 
ら、水平展開は不要であると判断した。

－ －

５
配管サポート撤去対

 
象物の誤り



 

耐震強化工事を実施した全数について現場確認を実

 
施した。 － －

６

主排気筒からのヨウ

 
素（I-133）の検出



 

１号機においては、湿分分離器および給水加熱器の

 
ドレン水は復水器に流入しており、原子炉給水ポン

 
プの吸込部への流入がないことから、対策は不要と

 
判断した。

－ －

7

高圧ヒータドレンポ

 
ンプ軸結合部からの

 
グリスにじみ



 

１号機には同一構造のポンプはなく、また、７号機

 
で確認されたグリスにじみは軽微であり、当該ポン

 
プの機能に影響をあたえる事象ではないことから、

 
水平展開は不要であると判断した。



 

巡視点検において、今回のプ

 
ラント全体の機能試験で類似

 
ポンプの運転状況を確認し、

 
問題がないことを確認した。

良

8

タービン駆動原子炉

 
給水ポンプ(A)吐出

 
弁上蓋部からの漏え

 
い



 

１号機の同一箇所の弁は、７号機の弁と構造が異な

 
ることから、水平展開は不要であるが、念のため、

 
蒸気系の弁については、フランジ部のギャップ測定

 
もしくはトルク確認を実施した。



 

系統インサービス時に漏えい

 
試験を実施し、漏えいのない

 
ことを確認した。 良

３．６／７号機で確認された不適合への対応について（３／４）
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No. 不適合概要 １号機における起動前対応事項
１号機プラント全体の機能試

 
験における対応状況

結果

１
主蒸気ドレンラインか

 
らの微少な漏えい



 

類似箇所（主蒸気系、原子炉隔離時冷却系）のＹ

 
ストレーナについて、ガスケット交換を実施した。



 

蒸気通気時に漏えい確認を実施

 
し、問題ないことを確認した。 良

２

入熱に伴う耐震強化サ

 
ポートと配管保温材と

 
の干渉



 

プラント起動による入熱に伴う事象であることか

 
ら、プラント起動後に入熱影響の確認を行う。



 

プラント起動時にサポートと配

 
管接触の有無等、入熱影響に伴

 
う異常の有無を確認した。



 

その結果、既設の残留熱除去系

 
配管支持構造物の保温材に、熱

 
移動に起因する架構との接触が

 
確認されたが、処置を実施し問

 
題がないと評価した。

良


 

６号機で確認された主な不適合事象への対応

３．６／７号機で確認された不適合への対応について（４／４）
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